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一
般
質
問 

　
本
定
例
会
の
一
般
質
問
に
は
、

２
人
の
方
か
ら
次
の
２
項
目
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
、
町
長
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
答
弁
が
さ
れ
ま
し
た
。 

質
問
者
及
び
内
容 

☆
田
中
敏
雄
議
員 

○
町
づ
く
り
に
つ
い
て
（
駐
在
員

　
制
度
か
ら
自
治
会
制
度
へ
の
移

　
行
は
） 

☆
西
村
良
子
議
員 

○
「
自
治
会
制
度
」
導
入
に
向
け

　
た
取
組
に
つ
い
て 

※
な
お
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

　
議
会
だ
よ
り
（
６
Ｐ
）
に
掲
載

　
し
て
い
ま
す
。 

 

阿
武
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

の
一
部
変
更
に
つ
い
て 

　
こ
れ
は
、
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
の
内
、
町
道
元
浦
平
原
線
の

事
業
内
容
の
道
路
延
長
等
の
記
述

の
一
部
に
変
更
の
必
要
が
生
じ
た

た
め
で
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。 

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例 

　
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
議
員
の
報
酬
を
他
の
委
員
等
の

報
酬
と
分
離
す
る
た
め
の
一
括
条

例
で
、
議
員
の
報
酬
部
分
を
「
阿

武
町
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
」

か
ら
削
除
し
、
ま
た
「
阿
武
町
特

別
職
報
酬
等
審
議
会
条
例
」
の
諮

問
内
容
の
中
の
「
議
員
の
報
酬
」

の
文
言
を
「
議
員
報
酬
」
に
変
更

を
す
る
も
の
で
、
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。 

阿
武
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例 

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う

改
正
が
平
成
２０
年
４
月
３０
日
に
公

布
、
同
日
施
行
さ
れ
た
た
め
、
住

民
税
に
お
け
る
寄
附
金
税
制
の
拡

充
や
住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
の
導
入
等
に
伴
う
改
正

で
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
に
つ

い
て
及
び
奈
古
漁
港
広
域
漁
港
整

備
事
業
の
施
行
に
伴
う
字
の
区
域

の
変
更
に
つ
い
て 

　
奈
古
漁
港
広
域
漁
港
整
備
事
業

の
沢
松
地
区
の
埋
立
て
竣
工
認
可

に
伴
う
土
地
の
確
認
並
び
に
字
の

区
域
の
変
更
で
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
２０
年
度
町
道
汐
入
野
地
線
道

路
新
設
工
事
（
第
２
工
区
）
の
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て 

　
町
道
汐
入
野
地
線
道
路
新
設
工

事
の
第
２
工
区
で
、
橋
梁
上
部
工

の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

         

町
営
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
つ

い
て 

　
平
成
２１
年
度
か
ら
実
施
予
定
の

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
の
う

ち
、
農
道
、
水
路
等
の
土
地
改
良

事
業
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
の
計

画
認
可
に
つ
い
て
で
、
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

阿
武
町
道
の
駅
温
水
プ
ー
ル
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例 

　
道
の
駅
温
水
プ
ー
ル
の
利
用
者

の
利
便
性
の
向
上
の
た
め
、
新
た

に
３
カ
月
定
期
券
を
設
け
る
も
の

で
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。 

阿
武
町
公
立
学
校
の
設
置
及
び
管

理
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例 

　
平
成
２１
年

４
月
か
ら
宇

田
小
学
校
を

奈
古
小
学
校

に
統
合
す
る

た
め
の
条
例

の
一
部
改
正

で
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。 

阿
武
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て 

　
水
津
幹
男
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
う
後
任
委
員
の
選
任
の
提
案
が

さ
れ
、
水
津
幹
男
委
員
（
６０
歳
・

今
浦
）
の
再
任
が
同
意
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
任
期
は
３
年
で
す
。 

阿
武
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て 

　
小
田
武
之
委
員
及
び
岩
本
清
委

員
の
任
期
満
了
に
伴
う
後
任
委
員

の
任
命
が
提
案
さ
れ
、
両
委
員
の

再
任
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。 

　
な
お
、
任
期
は
４
年
で
す
。 

平
成
２０
年
度
阿
武
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
回
） 

　
今
回
の
補
正
額
は
、
３
９
８
７ 

　
平
成
２０
年
第
４
回
議
会
定
例
会
が
、
９
月
１８
日
か
ら
２６
日
ま

で
の
会
期
９
日
間
で
開
か
れ
、
提
出
議
案
１４
件
、
同
意
２
件
、

選
挙
１
件
、
発
議
３
件
、
所
管
事
務
調
査
１
件
、
そ
し
て
全
員

協
議
会
で
の
報
告
２
件
が
い
ず
れ
も
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
原
案

ど
お
り
可
決
ま
た
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
回
）
で
は
、
町
道

汐
入
野
地
線
の
奈
古
駅
構
内
乗
り
換
え
跨
線
橋
の
詳
細
設
計
業

務
委
託
料
２
４
４
８
万
９
０
０
０
円
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。 

平成20年　第4回議会定例会   9月18日～26日 

●来年４月から宇田小が奈古小へ統合 
●町道汐入野地線郷川橋梁工事を契約締結 
●来年１月から年金情報の電子化 
　　　　　　エルタックスシステムを導入 

町道汐入野地線 

宇田小学校校舎 
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万
円
の
増
額
で
、
補
正
後
の
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
は
、
２８
億
１
１

２
万
１
０
０
０
円
と
な
り
ま
し

た
。
今
回
の
補
正
の
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。 

　
総
務
費
は
、
基
金
運
用
の
弾
力

化
の
た
め
、
阿
武
町
土
地
開
発
基

金
へ
の
繰
出
金
１
０
０
０
万
円
の

増
額
、
ま
た
、
平
成
２１
年
１
月
か

ら
の
年
金
情
報
の
電
子
化
に
伴
う

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
伴
う
委
託
料
、
リ
ー
ス
料
等
で

１
０
９
６
万
９
０
０
０
円
の
増

額
、
更
に
、
平
成
１９
年
度
の
所
得

税
か
ら
住
民
税
へ
の
税
源
移
譲
に

伴
う
所
得
税
と
住
民
税
の
合
計
額

の
調
整
等
の
た
め
の
還
付
金
３
２

９
万
５
０
０
０
円
を
増
額
し
こ
れ

ら
合
計
で
２
４
２
６
万
４
０
０
０

円
の
増
額
で
す
。 

　
衛
生
費
は
、
職
員
の
産
休
に
伴

う
臨
時
職
員
の
賃
金
４２
万
円
の
増

額
で
す
。 

　
農
林
水
産
業
費
は
、
伊
豆
上
た

め
池
改
修
工
事
計
画
に
向
け
た
調

査
設
計
業
務
に
係
る
負
担
金
１
６

５
万
円
の
新
規
計
上
で
す
。 

　
商
工
費
は
、
道
の
駅
特
産
品
直

売
所
、
発
祥
交
流
館
及
び
憩
い
の

家
の
消
防
設
備
改
修
費
５５
万
８
０

０
０
円
の
増
額
計
上
で
す
。 

　
土
木
費
は
、
道
路
橋
梁
費
と
し

て
町
道
汐
入
野
地
線
の
奈
古
駅
構

内
乗
り
換
え
跨
線
橋
の
詳
細
設
計

業
務
委
託
料
２
４
４
８
万
９
０
０

０
円
、
ま
た
、
町
道
岩
坪
八
保
線

の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
ケ
ー
ブ
ル

張
り
替
え
補
償
費
１
５
０
万
円
を

そ
れ
ぞ
れ
工
事
請
負
費
か
ら
組
み

替
え
と
町
道
汐
入
野
地
線
の
施
工

に
係
る
用
水
路
の
付
け
替
え
工
事

費
１
０
０
０
万
円
、
町
道
元
浦
平

原
線
の
工
事
費
７４
万
７
０
０
０
円

及
び
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
ケ
ー
ブ

ル
張
り
替
え
補
償
費
７２
万
５
０
０

０
円
の
増
額
等
で
、
合
計
１
１
４

７
万
２
０
０
０
円
の
増
額
、
更

に
、
住
宅
管
理
費
で
は
、
町
営
住

宅
退
去
時
の
補
修
工
事
費
１
５
０

万
円
を
増
額
計
上
し
、
こ
れ
ら
総

額
で
１
２
９
７
万
２
０
０
０
円
の

増
額
で
す
。 

　
歳
入
は
、
今
回
の
補
正
の
財
源

調
整
と
し
て
繰
越
金
４
１
１
７
万

円
を
増
額
、
ま
た
、
臨
時
財
政
対

策
債
に
つ
い
て
は
県
か
ら
の
予
定

額
の
通
知
に
よ
り
１
３
０
万
円
を

減
額
し
ま
し
た
。 

  

■
平
成
２０
年
度
阿
武
町
国
民
健
康

保
険
事
業（
事
業
勘
定
）特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
回
）は
、
国
保
資

格
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
入

れ
替
え
作
業
委
託
料
４６
万
８
０
０

０
円
、
及
び
平
成
１９
年
度
療
養
給

付
費
等
負
担
金
の
交
付
額
確
定
見

込
み
に
伴
う
超
過
交
付
額
返
納
金

４
０
１
万
４
０
０
０
円
の
新
規
計

上
等
で
合
計
４
５
４
万
５
０
０
０

円
を
増
額
す
る
一
方
、
制
度
改
正

に
よ
り
退
職
被
保
険
者
等
療
養
給

付
費
の
給
付
対
象
年
齢
が
７５
才
未

満
か
ら
６５
才
未
満
に
引
き
下
げ
ら

れ
た
こ
と
に
よ
る
退
職
被
保
険
者

等
療
養
給
付
費
保
険
者
負
担
額
３

１
１
９
万
円
の
減
額
で
す
。 

■
平
成
２０
年
度
阿
武
町
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

回
）
は
、
過
年
度
精
算
に
伴
う
介

護
給
付
費
国
庫
負
担
金
、
県
負
担

金
等
の
精
算
返
還
金
１
８
０
万
６

０
０
０
円
の
増
額
計
上
で
す
。 

■
平
成
１９
年
度
阿
武
町
各
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て 

　
平
成
１９
年
度
阿
武
町
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
及
び
７
つ
の
特
別

会
計
に
つ
い
て
地
方
自
治
法
の

規
定
に
よ
り
、
決
算
の
承
認
を
求

め
、
全
会
一
致
で
認
定
さ
れ
ま
し

た
。（
決
算
額
表
参
照
） 

■
一
般
会
計
歳
入
決
算
額 

■
一
般
会
計
歳
出
決
算
額 

■
一
般
会
計
歳
入
歳
出
差
引
額 

 

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
健
全
化

判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
の

報
告
に
つ
い
て 

　
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
き
、
平

成
１９
年
度
決
算
に
お
け
る
健
全
化

判
断
比
率
等
を
ご
報
告
す
る
も
の

で
す
。 

契
約
の
締
結
に
つ
い
て 

　
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
次
の
４

件
の
概
要
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

工
事
名
（
請
負
金
額
・
請
負
業
者

名
） 

◆
平
成
２０
年
度
　
阿
武
地
区
中
山

間
地
域
総
合
整
備
事
業
計
画
策

定
業
務
委
託
（
５
９
８
万
５
０

０
０
円
・
山
口
県
土
地
改
良
事

業
団
体
連
合
会
） 

◆
平
成
２０
年
度
　
単
県
農
山
漁
村

整
備
事
業
宇
久
地
区
護
岸
整
備

工
事
（
３
７
８
万
円
・
小
田
建

設
㈱
） 

◆
平
成
２０
年
度
　
町
道
元
浦
平
原

線
道
路
改
良
工
事
（
１
０
５
０

万
円
・
阿
武
建
設
㈱
） 

◆
平
成
２０
年
度
　
奈
古
漁
港
（
奈

古
地
区
）
広
域
漁
港
整
備
事
業

基
本
設
計
業
務
委
託
（
８
４
０

万
円
・
復
建
調
査
設
計
㈱
山
口

支
社
） 

◆
平
成
２０
年
度
　
町
道
汐
入
野
地

線
道
路
新
設
工
事（
第
１
工
区
）

（
３
８
６
９
万
２
５
０
０
円
・

小
田
建
設
㈱
） 

◆
平
成
２０
年
度
　
町
道
岩
坪
八
保

線
道
路
改
良
工
事（
第
１
工
区
）

（
３
５
１
７
万
５
０
０
０
円
・

㈲
中
野
建
設
） 

◆
平
成
２０
年
度
　
町
道
岩
坪
八
保

線
道
路
改
良
工
事（
第
２
工
区
）

（
３
０
９
７
万
５
０
０
０
円
・

㈲
吉
岡
土
建
） 

教
育
長
に 

小
田
武
之
氏
が 

　
　
　
　
再
任 

                    

　
阿
武
町
教
育
委
員
会
議
が
１０

月
１
日
、
教
育
委
員
会
会
議
室

で
開
催
さ
れ
、
第
４
回
議
会
定

例
会
で
教
育
委
員
と
し
て
同
意

を
得
た
、
小
田
武
之
氏
（
６５
歳

・
宇
久
）
が
阿
武
町
の
教
育
長

に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。   

　
ま
た
、
教
育
委
員
長
に
は
岩

本
清
氏
（
６６
歳
・
郷
）
が
、
再

任
さ
れ
ま
し
た
。 

　
な
お
、
小
田
教
育
長
の
任
期

は
４
年
間
、
岩
本
教
育
委
員
長

の
任
期
は
１
年
間
で
す
。 教育委員長 

岩本　清氏 
教育長 

小田　武之氏 



総額 
741,598円 

奈古漁港広域漁港整備事業  
過疎対策道路事業  
農村振興総合整備統合補助事業  
公営住宅整備事業  
福谷ため池改修工事  
保育所運営事業  
国営農地再編整備推進事業負担金  
塵芥処理対策事業  
中山間地域等直接支払交付金事業  
老人福祉施設入所措置費  
知的障害者施設支援給付費  
温泉・温水プール運営事業  
各種保健事業  
身体障害者施設支援給付費  
水田農業構造改革推進事業  

一般会計「平成１９年度事業」ベスト１５ 
「主要な施策の成果」表より抜粋 （単位：千円） 

順位 
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 
１０ 
１１ 
１２ 
１３ 
１４ 
１５ 

201,521 
144,046 
78,780 
70,958 
70,360 
61,847 
50,216 
44,160 
42,175 
39,733 
30,227 
26,578 
23,427 
15,089 
14,356

事　　　　　業　　　　　名 事業費 

平成１９年度に町民1人あたりに使った金額は 

消防費　28,081円 

衛生費　36,385円 

土木費 
67,190円 

議会費　7,963円 

教育費 
36,443円 
 

労働費　355円 

民生費 
119,394円 

商工費　12,925円 

諸支出金　4,174円 

総務費 
139,807円 

農林水産業費 
　　167,085円 

公債費 
121,796円 

※平成20年5月末現在　人口　4,049人 

（一般会計 平成20年5月末現在） 

平成１９年度　　一般会計歳入歳出決算額款別構成図 
歳入　３３億５,５７９万４,９１７円 歳出　３０億２７２万８,３７７円 

繰越金　330,513,463円 

地方譲与税 
43,729,000円 

自動車取得税交付金　24,109,000円 

諸収入　27,508,823円 

分担金及び負担金 
24,527,601円 

財産収入　8,879,367円 

利子割交付金　1,613,000円 
配当割交付金 
1,305,000円 

使用料及び手数料 
62,257,208円 

町債　257,700,000円 

県支出金　432,237,977円 

繰入金　6,676,780円 
地方特例交付金　1,785,000円 

国庫支出金　161,064,615円 

町税　315,881,083円 

衛生費　147,324,289円 

公債費 
493,150,354円 

土木費 
272,050,979円 

農林水産業費 
676,525,392円 

消防費　113,701,569円 

商工費　52,332,207円 
 

教育費　147,559,440円 

諸支出金　16,900,000円 

労働費　1,436,000円 

総務費 
566,079,866円 

議会費　32,243,481円 

地方消費税交付金 
32,412,000円 

地方交付税 
1,621,289,000円 

交通安全対策特別 
交付金  1,291,000円 
株式等譲渡所得割 
交付金  1,015,000円 

平成１９年度　一般会計及び特別会計決算額表 

予算に 
対する 
執行率 

国　保　事　業 
福賀診療施設  
老　人　保　健 
介　護　保　険 
簡易水道事業  
農業集落排水  
漁業集落排水  

一　般　会　計 

合　　　計 

特
　
別
　
会
　
計
 

予算に 
対する 
収納率 

決 算 額  予 算 額 決 算 額  予 算 額  
収支差引残額 

歳　　　　　　入 

会　　計　　名 

歳　　　　　　出 

（単位：円） 

 3,110,357,000 3,355,794,917 107.89% 3,110,357,000 3,002,728,377 96.54% 353,066,540 
 648,475,000 619,724,281 95.57% 648,475,000 618,699,500 95.41% 1,024,781 
 85,556,000 82,443,129 96.36% 85,556,000 82,384,957 96.29% 58,172 
 819,580,000 771,430,078 94.13% 819,580,000 763,154,377 93.12% 8,275,701 
 451,036,000 437,068,272 96.90% 451,036,000 437,050,322 96.90% 17,950 
 124,573,000 109,414,276 87.83% 124,573,000 109,314,589 87.75% 99,687 
 111,186,000 109,160,270 98.18% 111,186,000 109,048,529 98.08% 111,741 
 29,941,000 29,248,848 97.69% 29,941,000 29,232,098 97.63% 16,750 
 5,380,704,000 5,514,284,071 102.48% 5,380,704,000 5,151,612,749 95.74% 362,671,322

 

民生費 
483,424,800円 

4
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　健全化判断比率は、地方公共団体の財政の健全性を示す指標と
して、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」（以下「財政
健全化法」という。）に基づき、今年度から算定・公表が義務づ
けられました。いずれかの比率が、早期健全化基準又は財政再生
基準を超えれば平成２１年度から「早期健全化計画」又は「財政
再生計画」の策定が義務づけられることになります。平成１９年
度決算に基づく阿武町の健全化判断比率及び資金不足比率は下記
のとおりです。いずれの比率も早期健全化基準、経営健全化基準
を大きく下回っており、健全な財政状況にありますが、引き続き
効率的な財政運営に努めていきます。 

用 語 の 説 明 
◆普通会計…地方公共団体の基本的な会計
（本町では一般会計のみが対象） 
◆標準財政規模…地方公共団体の標準的な
状態で通常収入されるであろう経常的一
般財源の規模 
◆実質赤字比率…普通会計における実質赤
字額の標準財政規模に占める割合 
◆連結実質赤字比率…全会計における実質
赤字額の標準財政規模に占める割合 
◆実質公債費比率…普通会計が負担する地
方債の元利償還金等の標準財政規模を基
本とした額に対する比率 
◆将来負担比率…普通会計が将来負担すべ
き実質的な負債の標準財政規模を基本と
した額に対する比率 
◆早期健全化基準…財政状況が悪化した状
況において、自主的かつ計画的にその財政
の健全化を図るべき基準（いずれか一つ
でもこの基準を超えると財政健全化計画
を策定しなければなりません。） 
◆財政再生基準…財政状況の著しい悪化に
より自主的な財政の健全化が困難な状況
において国等の関与のもとで確実な再生
を図るべき基準（いずれか一つでもこの
基準を超えると財政再生計画を策定しな
ければなりません。） 
◆資金不足比率…公営企業会計における資
金不足額の事業規模に占める割合 
◆経営健全化基準…資金不足比率について
定められた自主的かつ計画的に経営の健
全化を図るべき基準（基準を超えると経営
健全化計画を策定しなければなりません。） 

阿武町の健全化判断比率・資金不足比率について 

（単位：％） 

（単位：％） 

健全化判断比率 

①実 質 赤 字 比 率 
②連結実質赤字比率 
③実質公債費比率 
④将 来 負 担 比 率 

阿武町の 
算定結果 

－ 
－ 
１０．５ 
－ 
 

※１ 

※２ 

 

※３ 

対象公営企業会計 
簡易水道事業特別会計 
農業集落排水事業特別会計 
漁業集落排水事業特別会計 

阿武町の算定結果 
－ 
－ 
－ 

経営健全化基準 
 

２０．０％ 

早期健全化基準 
（注意指数） 

１５．０ 
２０．０ 
２５．０ 
３５０．０ 
 

財政再生基準 
（危険指数） 

２０．０ 
４０．０ 
３５．０ 
 

表紙説明 自治会制度なんでもシリーズ「新たなコミュニティー自治会制度」⑤ 

　　駐在員の役職はどうなるの？  
　今の駐在員、公民分館長などの公的な役職は、
自治会ではどう変わるのでしょうか？ 
 
　　自治会の規約により独自に選出します。 
　今の駐在員や公民分館長は、町の条例（町嘱託
員設置条例、町立公民館の設置及び管理等に関す
る条例）などにより役員の職務を定めています。
今後、自治会設立準備会を立ち上げ、役員の種類
や任期、職務、役員報酬額などを規約で定め、設
立総会で決定していくこととなります。 
●極力、任期は２年以上に　現在の駐在員の任期
は、条例で基本的に２年と定めていますが、集落
によっては１年交替のところもあります。高齢化
が進む中、役員選出が難しくなっていますが、短

期間での交代は自治会運営や地域の発展にとって
も損失となりやすいので、２年以上が望ましいと
考えています。 
　役員任期は、規約により独自に定められます。
負担を掛ける意味ではありませんが、自治会長は
事実上の集落代表の役目を担うことになります。
運営を１年間経験することで課題もわかり、また
新たな活動へのアイディアも浮かんだりもしま
す。将来にわたって集落運営が可能な人がいれ
ば、永続的にお願いすることも一つの考えです。 
●一人に負担がかからないよう…　ただ、特定の
人に役職を集中させないことが、円滑な集落運営
を長続きさせる大事なポイントです。木与自治会
は副会長を設置しています。会長をサポートする
役など役割を分散するよう工夫が必要です。 

Q

Ａ 

 

※１　実質赤字比率は、普通会計で3億5,154万円（17.09%）の
黒字であるため該当する数値（赤字額）がないことを
表します。 

※２　連結実質赤字比率は、全会計で3億6,106万4,000円
（17.56%）の黒字であるため該当する数値（赤字額）が
ないことを表します。 

※３　将来負担比率は、将来負担すべき負債が充当可能な財
源で賄えることから該当する数値（実質的な将来負担
額）がないことを表します。 

　公営企業に係る３つの特別会計については、いずれも資金不
足が生じていないため、該当する数値（資金不足額）がないこ
とを表します。 

○資金不足比率 

○健全化判断比率 
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Q
　
自
治
会
制
度
の
今
後
の
取
り
組
み
 

　
　
に
つ
い
て
 

問
 
来
年
４
月
に
は
、
駐
在

員
制
度
か
ら
自
治
会
制
度

に
移
行
す
る
こ
と
に
不
安
の

声
が
あ
る
。
昭
和
３０
年
奈
古

町
、
福
賀
村
、
宇
田
郷
村
の

合
併
当
時
は
人
口
１
万
７
８

９
人
、
世
帯
数
２
１
１
４
戸
、

し
か
し
本
年
９
月
１
日
付
け

で
は
人
口
４
０
０
７
人
、
世

帯
数
１
６
９
９
戸
と
い
ち
じ

る
し
く
減
少
し
て
い
る
。
世

帯
数
を
昭
和
３６
年
と
比
較
す

る
と
、
福
賀
地
区
２
４
４
世

帯
減
、
宇
田
郷
地
区
１
７
０

世
帯
減
、
こ
れ
に
対
し
奈
古

地
区
で
は
４５
世
帯
減
と
比
較

的
少
な
く
、
中
心
部
よ
り
周

辺
部
の
減
少
が
大
き
い
。
駐

在
員
制
度
か
ら
自
治
会
制
度

に
移
行
し
て
も
周
辺
集
落
が

活
性
化
し
な
け
れ
ば
改
革
の

効
果
は
な
い
。
自
立
で
き
る

町
づ
く
り
に
は
町
民
の
知
恵

と
努
力
と
、
そ
し
て
不
退
転

の
決
意
が
必
要
に
な
る
。
駐

在
員
さ
ん
を
含
め
、
検
討
委

員
会
等
を
設
置
し
、
十
分
審

議
し
た
も
の
を
町
民
に
知
ら

せ
る
こ
と
で
的
確
な
情
報
が

伝
わ
り
、
住
民
主
役
の
町
づ

く
り
の
基
本
に
な
る
の
で
は
。 

町
長
　
改
革
す
れ
ば
痛
み
を

伴
う
の
は
当
然
。
ハ
ー
ド
事

業
に
つ
い
て
は
い
ろ
ん
な
整
 

備
が
さ
れ
て
き
た
。
駐
在
員

制
度
か
ら
自
治
会
制
度
へ
の

移
行
は
ソ
フ
ト
面
に
お
い

て
、
阿
武
町
始
ま
っ
て
以
来

の
大
き
な
改
革
事
業
と
な

る
。
集
落
の
自
治
機
能
の
あ

り
方
の
見
直
し
や
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
ィ
ー
の
再
構
築
を
は
か

る
も
の
で
あ
り
、
住
民
自
ら

が
集
落
の
運
営
を
行
う
自
主

的
な
意
思
決
定
を
目
指
し
て

い
る
。
 

　
お
お
む
ね
、
１０
年
後
と
い

わ
れ
る
道
州
制
と
市
町
村
の

再
編
に
よ
り
、
役
場
の
職
員

も
さ
ら
に
少
な
く
な
り
、
集

落
へ
の
関
与
が
だ
ん
だ
ん
難

し
く
な
る
。
そ
れ
に
対
応
し

た
仕
組
み
を
今
、
体
力
の
あ

る
う
ち
に
作
っ
て
お
く
こ
と

が
重
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
集
落
の
再
編
等
は
、
当

該
集
落
の
自
発
的
な
要
請
を

受
け
て
か
ら
の
話
と
し
た
い
。

検
討
委
員
会
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
今
後
詳
し
い
地
区
別

説
明
会
や
個
別
懇
談
会
等
で

新
し
い
制
度
に
つ
い
て
十
分

ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
に

説
明
を
し
た
う
え
で
、
集
落

か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
そ
れ
を
十
分
反
映
で

き
る
様
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
繰
り
返
し
て
行
け
ば
検
討

委
員
会
と
同
じ
機
能
を
持
つ

こ
と
に
な
る
。
 

議 会 だ よ り 28
No

第
4
回
定
例
会
一
般
質
問
　
9
月
１８
日
 

田中敏雄　議員 

Ｑ Ａ 問
 

町
長
 

中村集落のクリーンアップ作業の様子 

惣郷で行われた集会の様子 

 問
　
自
治
会
制
度
を
来
年
４

月
か
ら
実
施
予
定
と
聞
く
が

現
状
の
問
題
点
を
踏
ま
え
て

３
点
の
提
案
を
し
た
い
の

で
、
町
長
の
考
え
と
今
後
の

対
応
は
。
 

（
問
題
点
）
 

①
自
治
会
制
度
に
対
す
る
町

民
の
理
解
が
不
十
分
。
 

②
基
本
と
な
る
集
落
話
し
合

い
の
た
め
の
投
げ
か
け
や
集

落
の
意
向
の
把
握
は
？
 

③
限
界
的
集
落
（
阿
武
町
に

は
１１
集
落
）
に
対
す
る
方
向

付
け
と
投
げ
か
け
は
？
 

（
提
案
）
住
民
、
集
落
サ
イ

ド
に
そ
っ
た
進
め
方
が
重
要

な
の
で
、
段
階
的
に
す
す
め

て
は
ど
う
か
。
 

第
１
ス
テ
ッ
プ
　
集
落
に
対

し
、
話
し
合
い
の
場
の
投
げ

か
け
と
し
て
「
自
治
会
制
度

に
対
す
る
メ
リ
ッ
ト
及
び

デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
ま

た
、
今
、
集
落
で
出
来
る
こ

と
は
何
か
」
を
問
う
。
 

第
２
ス
テ
ッ
プ
　
集
落
代
表

者
会
議
等
を
設
定
し
、
各
集

落
の
問
題
点
の
把
握
。
 

第
３
ス
テ
ッ
プ
　
集
落
の
問

題
点
か
ら
、
具
体
的
事
例
を

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
で
提
示
し
、

自
治
会
活
動
の
手
法
に
つ
い

て
住
民
の
理
解
を
得
る
。
 

町
長
　
自
治
会
制
度
に
対
す

る
町
民
の
関
心
は
ま
だ
ま
だ

低
い
と
理
解
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
今
後
自
治
会
制
度
の

周
知
を
図
る
事
が
必
要
と
な

る
。
こ
れ
か
ら
の
半
年
間
を

計
画
的
に
且
つ
有
効
に
活
用

す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
 

　
７
月
２０
日
に
開
催
さ
れ
た

コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
講
演
会
で
は

「
何
故
、
今
、
自
治
会
制
度

か
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
そ
の
必

要
性
に
つ
い
て
行
っ
た
。
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
１０

月
中
下
旬
に
、
２
回
目
の
コ

ミ
ニ
ュ
テ
ィ
ー
講
演
会
と
全

体
の
集
落
説
明
会
を
併
せ
て

開
催
す
る
。
内
容
は
、
具
体

的
先
進
地
の
事
例
を
聞
き
、

さ
ら
な
る
気
運
の
醸
成
を
図

る
。
そ
こ
で
町
の
考
え
る
自

治
会
の
姿
を
説
明
す
る
。
①

自
治
会
規
約
、
組
織
機
構
の

モ
デ
ル
②
設
立
準
備
会
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
③
自
治
会
の
メ
リ

ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
の
資
料

④
集
落
へ
の
新
た
な
交
付
金

制
度
の
案
を
示
す
。
 

　
さ
ら
に
理
解
を
得
る
た
め

１１
月
に
は
各
地
区
毎
に
集
落

説
明
、
懇
談
会
を
開
催
し
、

各
集
落
で
ど
の
よ
う
に
進
め

れ
ば
良
い
か
理
解
を
得
、
具

体
的
準
備
作
業
を
進
め
て
い

た
だ
く
。
そ
の
た
め
に
は
、

相
談
会
や
出
前
講
座
等
申
し

入
れ
が
あ
れ
ば
対
応
し
た

い
。
住
民
自
ら
が
知
恵
と
汗

を
出
し
合
っ
て
我
が
集
落
の

見
直
し
と
そ
し
て
、
誇
り
と

気
概
の
持
て
る
自
治
会
制
度

の
気
運
づ
く
り
に
努
力
し
た

い
。
 

西村良子  議員 

Ａ 

関
心
は
ま
だ
、
ま
だ
低
い
が
、
住
 

民
・
集
落
サ
イ
ド
に
立
っ
た
制
度
 

の
理
解
と
周
知
に
向
け
て
推
進
！
 

町
長
 

Q
　
自
治
会
制
度
へ
移
行
す
る
た
め
 

　
　
の
道
す
じ
は
？
 

 Ａ
　
地
区
別
説
明
会
や
個
別
懇
談
会
 

　
　
で
詳
し
い
説
明
を
し
て
い
く
 

問
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     阿
武
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
 

問
　
町
道
元
浦
平
原
線
の
当

初
の
計
画
幅
員
が
５
ｍ
で
あ

っ
た
も
の
が
、
な
ぜ
４
・５ｍ

に
減
幅
さ
れ
た
の
か
。
 

        

 

 答
 
本
路
線
の
前
後
に
つ
い

て
は
幅
員
５
ｍ
で
あ
る
が
、

計
画
区
間
の
沖
側
に
つ
い
て

は
、
車
道
幅
員
４
ｍ
に
加
え

正
規
の
５０ 
cm
路
肩
部
分
が
設

け
て
あ
る
が
、
山
側
に
つ
い

て
は
、
原
則
的
に
は
既
設
の

水
路
を
利
用
す
る
た
め
、
水

路
と
車
道
ま
で
の
幅
が
一
定

せ
ず
、
路
肩
部
分
の
幅
員
が

ま
ち
ま
ち
な
た
め
、
現
実
的

に
は
正
規
の
幅
員
は
確
保
さ

れ
な
い
が
、
現
場
施
工
の
段

階
で
極
力
路
肩
幅
員
は
確
保

し
た
い
。
 

     平
成
２０
年
度
　
町
道
汐
入
野

地
線
道
路
新
設
工
事
（
第
２

工
区
）
の
請
負
契
約
書
の
締

結
に
つ
い
て
 

問
　
本
工
事
の
指
名
業
者
は

何
社
で
あ
っ
た
か
。
 

答
　
指
名
業
者
は
１０
社
で
あ

り
、
中
国
地
方
に
営
業
所
を

持
っ
た
業
者
を
選
定
し
指
名

し
た
が
、
そ
の
内
５
社
は
入

札
を
辞
退
さ
れ
、
５
社
の
応

札
で
あ
り
、
落
札
者
は
極
東

講
和
株
式
会
社
山
口
営
業
所

で
あ
っ
た
。
 

問
　
工
事
施
工
に
当
た
り
、

１
０
０
ｔ
吊
り
ト
ラ
ッ
ク
ク

レ
ー
ン
車
が
使
用
さ
れ
る
事

と
な
っ
て
い
る
が
、
搬
入
路

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら

れ
る
か
。
 

答
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
交
換
所
付
近
よ
 

          

り
郷
川
線
を
下
っ
て
入
り
、

途
中
橋
が
一
カ
所
あ
る
が
そ

の
橋
を
荷
重
に
耐
え
得
る
対

策
を
講
じ
搬
入
す
る
。
 

町
営
土
地
改
良
事
業
の
施
工

に
つ
い
て
 

問
　
宇
久
地
区
で
土
地
改
良

事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が

そ
の
計
画
内
容
と
、
町
内
で

未
整
備
農
地
で
の
、
今
後
の

整
備
計
画
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
お
ら
れ
る
か
。
 

答
　
宇
久
地
区
で
以
前
ほ
場

整
備
さ
れ
た
水
田
が
地
盤
沈

下
に
よ
っ
て
高
低
差
が
生
じ
、

水
管
理
に
支
障
を
来
し
て
い

る
た
め
、
低
い
部
分
に
客
土

を
行
い
高
低
差
を
な
く
す
。
 

ま
た
水
路
に
お
い
て
も
地
盤

沈
下
に
よ
り
水
路
勾
配
に
差

異
が
生
じ
た
箇
所
に
つ
い
て

は
敷
設
替
え
に
よ
り
一
定
勾

配
と
す
る
。
未
整
備
農
地
に

つ
い
て
は
、
ほ
場
整
備
等
の

希
望
は
聞
い
て
い
な
い
が
、

今
後
要
望
が
あ
れ
ば
相
談
に

の
り
、
事
業
が
取
れ
る
か
協

議
検
討
し
て
み
た
い
。
 

問
　
防
災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

化
は
現
方
式
と
、
ど
の
よ
う

に
異
な
る
か
。
 

答
　
ま
ず
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ

方
式
を
デ
ジ
タ
ル
方
式
に
替

え
る
が
、
現
状
は
本
庁
よ
り

発
信
さ
れ
た
電
波
が
大
井
の

七
重
に
行
き
、
奈
古
、
福
賀
、

宇
田
郷
に
中
継
無
し
の
一
本

で
電
波
発
信
さ
れ
て
い
る
関

係
で
、
受
信
の
悪
い
と
こ
ろ

も
あ
る
。
今
後
の
事
業
で
七

重
に
加
え
、
福
賀
、
宇
田
郷

に
そ
れ
ぞ
れ
中
継
局
を
設

け
、
電
波
を
増
幅
し
て
発
信

す
る
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化

と
な
れ
ば
戸
別
毎
の
受
信
機

に
電
波
を
送
る
こ
と
も
可
能

と
な
る
の
で
、
こ
の
活
用
方

法
に
つ
い
て
は
今
後
い
ろ
い

ろ
と
考
え
ら
れ
る
。
 

平
成
１９
年
度
阿
武
町
各
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て
 

問
　
公
用
バ
ス
の
使
用
規
定

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。
 

答
　
役
場
の
公
務
や
公
民
館

事
業
等
に
使
う
事
が
原
則
と

な
っ
て
い
る
。
 

問
　
学
校
給
食
の
値
上
げ
等

の
状
況
は
ど
う
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。
 

答
　
給
食
費
は
今
年
４
月
に

値
上
げ
さ
れ
、
値
上
額
は
小

学
校
１０
円
、
中
学
校
２０
円
。

値
上
げ
後
の
給
食
費
は
小
学

校
２
４
２
円
、
中
学
校
は
２

８
２
円
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
後
食
材
の
高
騰
に
よ
り
現

時
点
で
は
、
十
分
と
い
え
な

い
状
況
で
あ
る
が
、
今
後
は

必
要
経
費
が
賄
え
る
食
材
価

格
で
調
達
し
、
出
来
る
だ
け

値
上
げ
を
し
な
い
方
向
で
頑

張
り
た
い
。
 

問
　
食
材
の
地
産
地
消
も
考

え
に
入
れ
、
多
少
の
値
上
げ

は
ご
理
解
い
た
だ
き
、
値
上

げ
に
こ
だ
わ
り
過
ぎ
て
粗
悪

な
食
材
を
使
用
し
な
い
こ
と

も
大
切
で
は
な
い
か
。
 

答
　
そ
の
点
は
十
分
承
知
し

て
お
り
、
給
食
セ
ン
タ
ー
運

営
協
議
会
と
も
十
分
協
議
す

る
。
 

問
 

問
 

問
 

答
 

答
 

答
 

問
 

問
 

問
 

答
 

答
 

         　
今
年
度
よ
り
決
算
報
告
が

９
月
議
会
に
提
出
さ
れ
た
こ

と
は
適
切
で
あ
る
。
一
般
会

計
で
は
、
歳
入
は
自
主
財
源

の
町
税
等
が
少
な
い
な
が
ら

も
安
定
し
て
い
る
が
収
納
率

の
減
少
が
気
に
な
る
。
納
税

意
識
の
高
揚
と
徴
税
対
策

に
さ
ら
な
る
努
力
を
期
待
し

た
い
。
歳
出
で
は
、
人
件
費

等
義
務
的
経
費
が
歳
出
全
体

の
４８
％
か
ら
４０
％
弱
と
大
き

く
減
少
し
、
投
資
的
経
費
が

若
干
増
え
た
こ
と
は
財
政
運

営
も
う
ま
く
い
っ
て
お
り
経

常
収
支
比
率
の
減
少
に
な
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
、
金
額
的
に
は
国
や
県
か

ら
の
補
助
金
に
頼
る
部
分
が

ま
だ
大
半
を
占
め
る
現
状
で

は
財
政
運
営
は
厳
し
い
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。国
保
関
係
、

老
人
医
療
関
係
、
水
道
・
集

落
排
水
事
業
と
重
要
な
特
別

会
計
に
お
い
て
も
適
切
に
運

営
さ
れ
て
い
る
が
、
独
立
採

算
性
が
原
則
な
の
に
町
か
ら

の
繰
り
入
れ
が
増
加
し
て
い

る
の
で
、
な
お
一
層
の
経
営

努
力
を
し
一
般
会
計
か
ら
の

繰
出
し
削
減
を
希
望
す
る
。

な
お
、
財
政
力
の
弱
い
阿
武

町
と
し
て
は
、
借
金
で
あ
る

公
債
比
率
・
公
債
の
額
と
も

に
減
少
の
傾
向
が
あ
り
、
健

全
化
に
進
ん
で
い
る
と
思
わ

れ
る
。
た
だ
、
支
出
を
減
ら

す
こ
と
ば
か
り
で
な
く
支
出

・
事
業
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
、

よ
り
効
率
的
な
事
業
・
運
用

を
図
る
必
要
が
あ
る
。
し
た

が
っ
て
先
の
特
別
委
員
会
で

の
意
見
等
を
参
考
に
今
後
の

財
政
運
営
を
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
、
平
成
１９
年
度
各
会

計
の
歳
入
歳
出
決
算
を
原
案

通
り
承
認
す
る
こ
と
に
賛
成

す
る
。
 

議 会 だ よ り 28
No

行
財
政
改
革
等
特
別
委
員
会
報
告
 

小田達雄　議員 

９
月
１９
日
開
催
 クレーン車搬入路 

問
 

町道元浦平原線 

問
 

答
 

答
 

答
 

平
成
１９
年
度
 

決
算
賛
成
討
論
 

  



各地区で運動会 

スポーツの秋 

　秋のスポーツシーズンが
到来し、各地区で運動会が
開催されました。 
　各地区の特色あるバトル
を紹介します。 

宇田郷地区　９／27

みどり保育園 
10／12

8
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福賀地区 
９／14

満 
喫 

満 
喫 

満 
喫 

奈古小・阿武中合同　９／14

親子で
…

夫婦
で…

地域
で…

クラスメイトで…
親子で

…
夫婦
で…

地域
で…

クラスメイトで…
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県
警
白
バ
イ
隊
の
演
技
走
行
 

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
９

月
２１
日
〜
３０
日
ま
で
の
１０
日
間
、

全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
阿
武
町
で
は
こ
の
期
間
中
、
朝

と
夕
方
に
国
道
な
ど
の
危
険
個
所

で
の
街
頭
指
導
を
は
じ
め
、
３
地

区
で
の
交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
作
戦

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
 

　
特
に
２５
日
は
、
４
回
目
と
な
る

「
阿
武
町
交
通
安
全
大
会
」
を
町

民
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル
な
ど
で

開
催
し
、
住
民
ら
約
４
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
 

　
大
会
で
は
、
開
会
宣
言
に
続
き

中
村
町
長
が
「
こ
の
交
通
安
全
大

会
を
契
機
に
、
一
人
で
も
多
く
の

方
が
交
通
事
故
の
重
大
性
を
再
認

識
し
、
交
通
事
故
の
な
い
安
全
・

安
心
な
町
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
る

こ
と
を
祈
念
し
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
。
ま
た
、
佐
伯
萩
警
察
署
長
の

あ
い
さ
つ
、
優
良
運
転
者
ら
の
表

彰
、
交
通
安
全
優
秀
作
文
発
表
に

続
き
、
阿
武
町
女
性
団
体
連
絡
協

議
会
会
長
の
末
若
ゆ
り
子
さ
ん
に

よ
り
読
上
げ
ら
れ
た
交
通
安
全
宣

言
は
、
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
 

　
式
典
終
了
後
、
町
民
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
で
は
県
警
白
バ
イ
隊
の
迫

力
あ
る
演
技
走
行
や
、
県
警
音
楽

隊
に
よ
る
吹
奏
楽
演
奏
と
カ
ラ
ー

ガ
ー
ド
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
Ｊ
Ａ

Ｆ
Ｆ
（
日
本
自
動
車
連
盟
）
の
協

力
に
よ
り
時
速
５
kｍ
の
衝
撃
体
験

コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
、
試
乗
し

た
小
中
学
生
ら
は
衝
突
の
シ
ョ
ッ

ク
の
大
き
さ
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。 

●交通マナーアップ作戦　９月22日
●阿武町交通安全大会　　９月25日

9/21～30

県警のカラーガード隊（９／２５、町民センター駐車場） 

県警白バイ隊の演技走行（９／２５、町民センター駐車場） 

時速５kmの衝突を体験する児童 
（９／２５・町民センター駐車場） 

秋の全国交通安全運動
ご協力ありがとうございました

大
迫
力
!!
 

およそ400人の町民が参加 
県警のカラーガード隊 

（９／２５、町民センター駐車場） 
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  平
成
２０
年
度
優
良
運
転
者
・
 

　
優
良
団
体
表
彰
者
（
敬
称
略
）
 

【
町
表
彰（
阿
武
町
交
通
安
全
対
策

協
議
会
長〈
町
長
〉表
彰
）】 

●
Ｈ
２０
交
通
安
全
功
労
者（
１
人
） 

★
矢
　
次
　
武
　
文
（
宇
田
地
）
 

 【
中
国
五
県
表
彰（
中
国
管
区
警
察

局
長
・
中
国
５
県
交
通
安
全
協
会

長
連
名
表
彰
）】 

○
Ｈ
１９
交
通
安
全
功
労
者（
１
人
） 

☆
矢
　
次
　
武
　
文
（
宇
田
地
）
 

 【
県
表
彰（
県
警
本
部
長
・
県
交
通

安
全
協
会
長
連
名
表
彰
）】 

●
Ｈ
２０
優
良
運
転
者（
１
人
） 

★
藤
　
村
　
正
　
和
（
三
　
和
）
 

  ○
Ｈ
１９
優
良
運
転
者（
１
人
） 

☆
原
　
　
　
哲
　
郎（
伊
　
豆
）
 

 【
地
区
表
彰（
萩
警
察
署
長
・
萩
交

通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰
）】 

●
Ｈ
２０
優
良
運
転
者（
６
人
） 

★
大
　
田
　
冷
　
二（
宇
　
久
） 

★
烏
　
田
　
朝
　
幸（
下
　
郷
） 

★
千
　
藤
　
　
　
徹（
下
東
郷
） 

★
岡
　
村
　
　
　
静（
金
　
社
） 

★
上
　
村
　
忠
　
也（
飯
　
谷
） 

★
金
　
崎
　
　
　
洋（
尾
　
無
） 

○
Ｈ
１９
優
良
運
転
者（
７
人
） 

☆
内
　
田
　
良
　
夫（
木
　
与
） 

☆
小
　
野
　
　
　
馨（
河
　
内
） 

☆
植
　
田
　
　
　
悟（
上
東
郷
） 

☆
中
　
野
　
　
　
忍（
上
東
郷
） 

☆
長
　
嶺
　
世
　
史（
下
笹
尾
） 

☆
岩
　
本
　
昭
　
市（
今
　
浦
） 

☆
波
　
田
　
　
　
孟（
元
　
浦
） 

 【
協
会
長
表
彰（
萩
交
通
安
全
協
会

長
表
彰)

】
 

●
Ｈ
２０
優
良
運
転
者（
１２
人
） 

★
小
　
野
　
幸
　
子（
河
　
内
） 

★
大
　
田
　
八
重
子（
宇
　
久
） 

★
小
　
田
　
　
太
郎（
寺
　
東
） 

★
松
　
永
　
　
　
守（
新
　
田
） 

★
大
　
田
　
輝
　
江（
野
　
沢
） 

★
西
　
村
　
文
　
孝（
黒
　
川
） 

★
白
　
松
　
　
　
明（
下
笹
尾
） 

★
木
　
原
　
征
　
士（
新
　
生
） 

★
藤
　
村
　
孝
　
子（
尾
　
無
） 

★
金
　
崎
　
貴
　
春（
尾
　
無
） 

★
堀
　
　
　
吉
　
和（
惣
郷
下
） 

★
茂
　
刈
　
好
　
見（
惣
郷
上
） 

○
Ｈ
１９
優
良
運
転
者（
１１
人
） 

☆
小
　
野
　
敏
　
張（
河
　
内
） 

☆
中
　
村
　
虎
　
夫（
上
　
郷
） 

☆
吉
　
村
　
正
　
之（
　
市
　
） 

☆
水
　
津
　
正
　
吾（
西
の
一
） 

☆
大
　
田
　
孝
　
正（
野
　
沢
） 

☆
石
　
川
　
昌
　
純（
森
見
藤
） 

☆
岡
　
村
　
英
　
子（
金
　
社
） 

☆
長
　
嶺
　
吉
　
家（
栃
　
原
） 

☆
近
　
藤
　
静
　
子（
田
　
部
） 

☆
廣
　
石
　
陽
　
子（
尾
　
無
） 

☆
柳
　
井
　
美
恵
子（
尾
　
無
） 

●
Ｈ
２０
標
語
の
部（
銀
賞
）（
１
人
） 

★
森
　
　
　
優
　
大（
水
ヶ
迫
） 

表彰された皆さん 

中村町長から表彰を受ける 
交通安全功労者の矢次武文さん 

交
通
安
全
に
貢
献
、
実
践
し
た
個
人
４１
人
を
表
彰
 

町内小中学生が交通安全ファミリー 
作文コンクール優秀作品を発表 

『自てん車に上手に 
　　　　　のりたい』 
　奈古小２年 
　　　　末益　泰仁 

『家族で誓う交通安全』 
　宇田小５年 
　　　　金子　健人 

『お父さんのように 
 　　   　　なりたい』 
　福賀小６年 
　　　　木村大三郎 

『自転車の交通安全』 
　阿武中２年 
　　　　小野　美月 

『日頃の心がけ』 
　福賀中２年 
　　　　尾崎　涼平 

マナーアップ作戦 
（９／２２、３地区〈写真は奈古〉） 役場玄関前でミニセレモニー（９／２２） みどり保育園児が遊戯を披露 
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表彰席

     

９
月
１２
日
　
萩
市 

１０
チ
ー
ム
・
３８
人
参
加（
敬
称
略
） 

【
個
人
男
性
の
部
】 

★
優
　
勝
　
常
永
康
富（
新
　
生
） 

★
準
優
勝
　
西
村
俊
光（
下
笹
尾
） 

★
第
３
位
　
植
田
　
悟（
上
東
郷
） 

【
個
人
女
性
の
部
】 

★
優
　
勝
　
清
水
豊
子（
新
　
田
） 

★
準
優
勝
　
吉
村
ひ
と
み 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
下
東
郷
） 

★
第
３
位
　
波
多
野
貞
子 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
下
東
郷
） 

【
団
体
の
部
】 

★
優
　
勝
　
牛
カ
ル
ビ
７
５
０
円 

★
準
優
勝
　
福
賀
き
ら
ら 

★
月
例
賞
　
福
賀
Ｂ
Ｇ
Ｂ 

★
Ｂ
Ｂ
賞
　
西
村
ふ
ぁ
み
り
ー   

 

             

９
月
２８
日
　
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

　
　
　
　
　
７９
人
参
加（
敬
称
略
） 

★
優
　
勝
　
竹
内
宰
子（
宇
田
地
） 

★
準
優
勝
　
倉
増
忠
明（
上
東
郷
） 

★
第
３
位
　
常
永
雅
人（
新
　
生
） 

 

     

９
月
１９
日
　
福
賀
小
中
グ
ラ
ウ
ン

ド
　
　
　
　
４２
人
参
加（
敬
称
略
）

【
男
性
の
部
】 

★
優
　
勝
　
末
舛
孫
一（
森
見
藤
） 

★
準
優
勝
　
西
坂
章
士（
中
　
村
） 

★
第
３
位
　
倉
増
忠
明（
上
東
郷
） 

【
女
性
の
部
】 

★
優
　
勝
　
佐
村
照
子（
飯
　
谷
） 

★
準
優
勝
　
田
中
敏
子（
伊
　
豆
） 

★
第
３
位
　
友
廣
多
賀
枝 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
三
　
和
） 

               

９
月
１９
日
　
宇
田
小
グ
ラ
ウ
ン
ド 

　
　
　
　
　
３７
人
参
加（
敬
称
略
） 

【
フ
リ
ー
の
部
】 

福
賀
勢
が
上
位
独
占 

第
４
回
阿
武
町
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

 
男
性
の
部
は
 

常
永
さ
ん
が
優
勝 

福
賀
地
区
 

月
例
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
 

フ
リ
ー
の
部
 

野
村
さ
ん
が
連
続
優
勝 

第
３０
回
「
ぴ
ー
ひ
ゃ
ら
ど
 

ん
ど
こ
秋
祭
り
」
グ
ラ
ウ
 

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

 

女
性
の
部
で
は
 

佐
村
照
子
さ
ん
が
連
続
優
勝 

福
賀
月
例
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
 

★
優
　
勝
　
野
村
義
昭（
今
　
浦
）

★
準
優
勝
　
中
村
晶
男（
　
郷
　
） 

★
第
３
位
　
伊
藤
敬
久（
つ
づ
ら
）

【
レ
デ
ィ
ー
の
部
】 

★
優
　
勝
　
清
水
節
子（
　
郷
　
） 

★
準
優
勝
　
恵
美
奈
美
智
代 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
元
　
浦
） 

★
第
３
位
　
岩
本
房
枝（
　
郷
　
） 

【
ゴ
ー
ル
ド
の
部
】 

★
優
　
勝
　
西
村
忠
久（
　
郷
　
） 

★
準
優
勝
　
藤
村
マ
ツ
子 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
　
郷
　
） 

★
第
３
位
　
佐
伯
定
徳（
　
郷
　
） 

【
特
・
実
力
の
部
】 

★
優
　
勝
　
松
浦
今
子（
今
　
浦
） 

              

１０
月
３
・
１０
日
　
町
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
　
　
　
　
　
　
１
０
５
人
参
加 

★
優
　
勝
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー 

★
優
　
勝
　
Ａ
Ｓ
Ａ
レ
ッ
ド
ウ
イ

　
　
　
　
　
ン
グ
ス 

雨
の
た
め
両
チ
ー
ム
が
優
勝
 

Ａ
Ｂ
Ｕ
３
 

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

                    

　
伊
良
尾
山
は
約
３０
万
年
前
に

噴
火
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
火
山
弾
と
は
何
か
、
伊
良

尾
山
と
は
ど
ん
な
火
山
だ
っ
た

の
か
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

優勝した 
竹内宰子さん 
（宇田地） 

３位入賞した 
常永雅人さん 
（新生） 

準優勝した 
倉増忠明さん 
（上東郷） 

個人の部で 
優勝した 

清水さん（左） 
常永さん 

入賞したみなさん 

入賞したみなさん 

団体の部優勝の 
牛カルビ７５０円 

両チームが優勝 

阿武火山群の火山弾
などをスポット展示

町民センターで
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　 １０
月
は
土
地
月
間
で
す
。 

　
一
定
面
積
以
上
の
大
規
模
な
土

地
取
引
に
は
、
国
土
利
用
計
画
法

に
基
づ
く
届
出
が
必
要
で
す
。 

　
土
地
は
、
乱
開
発
や
無
秩
序
な

土
地
利
用
を
防
止
す
る
た
め
に
、

一
定
面
積
以
上
の
大
規
模
な
土
地

の
取
引
を
し
た
と
き
は
、
都
道
府

県
（
市
町
村
経
由
）
に
そ
の
利
用

目
的
な
ど
を
届
け
出
て
審
査
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
該
当
面
積
以
上
の
土
地
取
引
に  

係
る
契
約
（
予
約
を
含
む
）
を
し

た
日
か
ら
、
２
週
間
以
内
に
届
出

を
し
な
か
っ
た
り
、
偽
り
の
届
出

を
す
る
と
、
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら

れ
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

●
届
出
が
必
要
な
土
地
取
引
面
積 

　
１
万
㎡
以
上 

●
届
出
者
　
土
地
の
権
利
取
得
者

　（
売
買
で
あ
れ
ば
買
い
主
） 

●
問
い
合
わ
せ
先  

阿
武
町
役
場

　
総
務
課
　
☎
２
―
３
１
１
１ 

 

上
沢
　
陵
ち
ゃ
ん
（
宇
田
地
） 

平
成
19
年
10
月
15
日
生
ま
れ 

（
パ
パ
）
晃
慶
さ
ん
・（
マ
マ
）
敦
子
さ
ん 

　
あ
っ
と
い
う
ま
に
１
歳
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
毎
日
何
か
発

見
が
あ
っ
た
り
、
出
来
る
よ
う
に

な
っ
て
楽
し
そ
う
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
成
長
の
過
程
を
一
緒
に
楽
し

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
い
つ
も
陵

を
か
わ
い
が
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

藤
井
　
珠
璃
ち
ゃ
ん（
浜
の
３
） 

平
成
19
年
10
月
15
日
生
ま
れ 

（
パ
パ
）
卓
也
さ
ん
・
（
マ
マ
）
美
帆
さ
ん 

　
は
じ
め
ま
し
て
☆
珠
璃
で
す 

我
が
家
の
ア
イ
ド
ル
の
姫
は
１０
カ

月
で
歩
き
は
じ
め
、
今
で
は
お
散

歩
大
好
き
で
す
♪
い
た
ず
ら
好
き

で
小
走
り
で
逃
げ
、
追
い
か
け
る

と
キ
ャ
ッ
、
キ
ャ
ッ
と
喜
ん
で
い

ま
す
　
　
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
く

れ
る
珠
璃
、
こ
れ
か
ら
も
元
気
に

育
っ
て
ね 

小
野
　
俊
介
ち
ゃ
ん（
下
笹
尾
） 

平
成
19
年
10
月
19
日
生
ま
れ 

（
パ
パ
）
裕
二
さ
ん
・
（
マ
マ
）
京
子
さ
ん 

　
お
く
つ 
を
見
る
と
大
興
奮
！！

外
が
大
好
き
な
俊
介
で
す
。 

　
お
兄
ち
ゃ
ん
に
手
を
ひ
か
れ
１

歩
、
２
歩
、
お
っ
と
っ
と
…
。
石

こ
ろ
を
投
げ
て
み
た
り
、
虫
を
見

つ
け
た
り
、
お
花
を
摘
ん
だ
り
…

お
兄
ち
ゃ
ん
の
ま
ね
っ
こ
を
し
て

遊
ん
で
い
ま
す 

１０
月
生
ま
れ
 

し
ゅ
　
り 

り
ょ
う 

し
ゅ
ん
す
け 

しゅり 

りょう 

大
規
模
な
土
地
取
引 

（
１
万
㎡
以
上
）に
は 

　
届
出
が
必
要
で
す 

 

・ 
・ 

・
・
・
・ 

しゅんすけ 

若者お気軽交流事業 
参加者募集 

街角で出会っても気軽に声 
を掛け合える仲間づくりを 

　
３
年
目
と
な
る

「
若
者
お
気
軽
交

流
事
業
」
。
今
回

は
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク

に
挑
戦
で
す
。 

　
土
や
筒
尾
の
海

岸
線
は
奇
岩
や
洞

窟
が
多
く
、
変
化

に
富
ん
で
い
ま
す
。
海
の
美
し
さ

は
も
ち
ろ
ん
、こ
の
素
晴
ら
し
い

景
観
を
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
に
乗
っ
て

水
辺
目
線
で
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。
専
門
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
指
導
付
き
で
初
心
者
も
大
歓
迎
。 

　
募
集
要
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

◆
日
時
　
１１
月
１５
日（
土
）午
後
１

　
時
３０
分
　
道
の
駅
発
祥
交
流
館

　
集
合 

◆
参
加
資
格
　
町
内
在
住
か
、
お

　
勤
め
の
若
者
（
年
齢
、
独
身
、

　
既
婚
問
い
ま
せ
ん
） 

◆
募
集
人
数
　
２０
人
（
先
着
順
） 

◆
内
容
　
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
で
道
の

　
駅
↓
鹿
島
↓
土
↓
筒
尾
の
先
を

　
巡
り
ま
す（
午
後
２
時
〜
４
時
）

　
懇
親
会
（
午
後
６
時
） 

◆
参
加
費
　
一
人
２
０
０
０
円 

◆
申
し
込
み
　
事
務
局
　
役
場
総

　
務
課
企
画
広
報
係
　
☎
２
―
３

　
１
１
１ 

◆
そ
の
他
　
荒
天
の
場
合
は
ボ
ー

　
リ
ン
グ
に
変
更
。 

※
詳
し
く
は
阿
武
町
の
ホ
ー
ム
ペ

　
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 
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あなたのまちの身近な話題をお寄せください。 
役場総務課企画広報係（☎2―3111）　E-mail : kikaku@town.abu.yamaguchi.jp
   

　
広
島
交
響
楽
団
の
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
、
広
島
Ｖ
Ａ
Ｎ
阿
武
町
ア
フ

タ
ヌ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
が
９
月
１３

日
町
民
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル

で
、
広
島
Ｖ
Ａ
Ｎ
弦
楽
四
重
奏
団

の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
広

島
交
響
楽
団
は
、
中
・
四
国
唯
一

の
常
設
プ
ロ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
。
そ

の
中
で
も
代
表
格
の
奏
者
が
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
弦
楽
四
重
奏
曲
な

ど
名
曲
を
生
演
奏
。
弦
楽
四
重
奏

と
は
、
二
本
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

ヴ
ィ
オ
ラ
、
チ
ェ
ロ
の
四
人
の
奏

者
に
よ
っ
て
演
奏
さ
れ
る
形
態
で
、

い
わ
ば
交
響
曲
の
骨
格
を
な
す
黄

金
の
組
み
合
わ
せ
で
す
。
阿
武
町

で
弦
楽
四
重
奏
の
コ
ン
サ
ー
ト
が

開
催
さ
れ
る
の
は
初
め
て
で
、
な

め
ら
か
で
力
強
い
演
奏
に
観
客
は

魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

ベートヴェンの弦楽四重奏に魅了
広島VAN阿武町アフタヌーンコンサート
ベートヴェンの弦楽四重奏に魅了
広島VAN阿武町アフタヌーンコンサート

イケメン5人組のニューオペラに熱狂!?
テノールとバリトンの絶妙ハーモニー
　
若
手
オ
ペ
ラ
歌
手
５
人

に
よ
る
ユ
ニ
ッ
ト
「
Ｌ
Ｅ

Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｄ（
レ
ジ
ェ
ン
ド
）」
オ
ー

タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
９
月
２８
日

阿
武
町
町
民
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー

ル
で
萩
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
実
行

委
員
会
の
主
催
で
開
催
さ
れ
、

会
場
は
女
性
客
を
中
心
に
ほ
ぼ
満

席
。
レ
ジ
ェ
ン
ド
は
「
こ
れ
ま
で

の
オ
ペ
ラ
界
に
は

な
い
、
新
し
く
て

か
っ
こ
い
い
、そ
し

て
面
白
い
こ
と
を

や
り
た
い
」
と
２

０
０
５
年
夏
、
結

成
さ
れ
た
若
手
プ

ロ
歌
手
５
人
に
よ

る
ユ
ニ
ッ
ト
。
全

員
が
国
立
音
大
出

身
で
、
高
音
の
テ

ノ
ー
ル
と
低
音
の

バ
リ
ト
ン
の
イ
ケ

メ
ン
５
人
組
。 

 

１
部
で
は
ク
ラ
シ

ッ
ク
オ
ペ
ラ
や
日
本

の
歌
謡
な
ど
８
曲
を

熱
唱
。
男
性
ら
し
い

力
強
く
し
な
や
か
な

歌
声
は
観
客
を
魅
了

し
て
い
ま
し
た
。
２

部
で
は
芝
居
と
歌
、
そ
し
て
お
笑

い
も
あ
り
の
「
ク
ラ
ブ
レ
ジ
ェ
ン

ド
の
一
夜
」
を
熱
演
。
舞
台
の
み

な
ら
ず
客
席
を
巻
き
こ
ん
だ
演
出

に
観
客
も
大
興
奮
。
ア
ン
コ
ー
ル

が
鳴
り
止
み
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
リ
ー
ダ
ー
の
吉
田

知
明
さ
ん
は「
ア
ン

コ
ー
ル
は„
オ
ー
ソ

ー
レ
ミ
ー
ヨ
“
で
終
わ
り
が
ほ
と

ん
ど
だ
け
ど
２
回
し
た
の
は
初
め

て
。
阿
武
町
の
ホ
ー
ル
は
響
き
が

よ
く
歌
い
や
す
か
っ
た
。
阿
武
町

は
海
が
き
れ
い
な
町
で
す
ね
」と
話

し
て
い
ま
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
に
来

ら
れ
た
佐
々
岡
美
保
さ
ん（
中
村
）

は
「
オ
ペ
ラ
は
わ
か
り
に
く
い
も

の
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
わ
か

り
や
す
く
て
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト

で
し
た
。
ま
た
若
さ
い
っ
ぱ
い
で

皆
さ
ん
ス
テ
キ
で
し
た
。
最
後
に

歌
わ
れ
た„
栄
光
の
架
橋（
ゆ
ず
）
“

が
良
か
っ
た
。
過
疎
の
町
で
す
が

ス
テ
キ
な
コ
ン
サ
ー

ト
を
あ
り
が
と
う
」

と
話
し
て
い
ま
す
。 

マグマの噴火口や

“竜権様伝説”を調査

児童が伊良尾山に登山

　
福
賀
小
学
校

の
ふ
れ
あ
い
遠

足
が
９
月
３０
日

に
行
わ
れ
、
児

童
１９
人
が
標
高

６
４
０
・
７
ｍ
の
伊
良
尾
山
登
山

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
吉
賀
校
長
は

「
伊
良
尾
山
に
つ
い
て
勉
強
や
実

験
を
し
て
き
ま
し
た
。
今
日
は
自

分
の
足
で
し
っ
か
り
と
踏
み
し
め

て
体
験
し
ま
し
ょ
う
」
と
激
励
。

途
中
、
伊
良
尾
火
山
の
恵
み
の
湧

き
水
も
試
飲
児
童
た
ち
は
。
急
な

傾
斜
の
た
め
途
中
休
憩
を
し
な
が

ら
頂
上
を
目
指
し
ま
し
た
。 

　„
火
山
の
先
生
“山
口
大
学
准
教

授
永
尾
隆
志
先
生
も
登
山
に
参
加

さ
れ
「
伊
良
尾
山
の
頂
上
に
は
マ

グ
マ
を
吹
き
出
す
丸
い
穴
が
あ
っ

た
は
ず
だ
が
、
３０
万
年
前
に
出
来

た
古
い
火
山
の
た
め
、
穴
が
崩
れ

た
り
埋
も
れ
た
り
し
て
今
は
見
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
」
と
説
明
。

児
童
た
ち
は
大
き
な
噴
火
口
を
想

像
し
て
い
た
の
か
少
し
残
念
が
っ

て
い
ま
し
た
。 

　
頂
上
に
は
竜
権
様
を
祭
っ
た
石

の
お
堂
が
あ
り
ま
す
。
竜
権
様
と

は
「
神
力
の
あ
る
、
蛇
形
の
鬼
神

で
雨
や
水
を
支
配
す
る
守
護
神
」

の
こ
と
で
、
以
前
は
毎
年
５
月
２５

日
の
祭
礼
日
に
は
た
く
さ
ん
の
人

が
お
参
り
に
お
と
ず
れ
、
餅
ま
き

や
ご
ち
そ
う
を
食
べ
た
り
大
変
に

ぎ
や
か
で
し
た
。
水
の
神
様
と
し

て
地
域
住
民
の
信
仰
も
厚
く
、
特

に
農
家
に
と
っ
て
は
強
い
つ
な
が

り
が
あ
り
、
水
源
と
し
て
大
変
な

恵
み
を
受
け
て
、
こ
ん
な
言
い
伝

え
も
残
っ
て
い
ま
す
。 

〈
雨
が
降
ら
ず
田
植
え
が
で
き
な

い
干
ば
つ
時
に
は
、
石
こ
ろ
を
竜

権
様
に
お
供
え
し
て
か
ら
、
そ
の

石
を
ま
く
と
不
思
議
と
雨
が
降
り

出
し
ま
し
た
。
ま
た
毎
年
２
１
０

日
の
晩
、
竜
権
様
に
灯
り
を
と
も

す
た
め
に
、
各
戸
で
用
意
し
た
松

明
を
４
、
５
束
持
ち
よ
り
竜
権
様

の
見
え
る
、
春
木
橋
付
近
の
道
路

に
ず
っ
と
並
べ
て
建
て
、
日
が
落

ち
る
と
い
っ
せ
い
に
火
を
つ
け
家

内
安
全
や
秋
の
豊
作
を
お
祈
り
し

ま
し
た
。
初
秋
の
夜
空
を
焦
が
す

よ
う
な
大
松
明
の
明
か
り
が
、
め

ら
め
ら
と
燃
え
盛
る
様
は
ま
さ
に

竜
が
火
を
吐
い
て
天
に
昇
っ
て
行

く
絵
図
を
見
て
い
る
よ
う
で
し

た
。〉　
（
阿
武
町
の
む
か
し
話
よ
り
） 

り
ゆ
う
ご
ん
　
さ
ま 

りゅう ごん　さま
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„
奈
古
の
天
神
様
“
菅
原
神
社

（
東
方
）の
秋
祭
り
が
９
月
２４
・
２５

日
の
２
日
間
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
舞
を
奉
納
す
る
巫
女
は
、
奈
古

小
１
年
の
後
根
愛
さ
ん（
西
の
２
）

と
幸
坂
祐
希
さ
ん（
美
里
）の
２
人

が
務
め
ま
し
た
。
巫
女
の
舞
保
存 

会
の
指
導
の
も
と
３
週
間
続
け
た

練
習
の
成
果
を
披
露
。 

　
２４
日
は
天
神
様
の
鳥
居
の
前

で
、
２５
日
は
奈
古
地
区
９
カ
所
で

扇
と
鈴
を
持
っ
た
か
わ
い
ら
し
い

舞
を
披
露
し
ま
し
た
。 

 

山・海・里Ａｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓ Ａｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓ まちの話題まちの話題

来て・見て・感じて
里山暮らし体験ツアーin阿武

来て・見て・感じて
里山暮らし体験ツアーin阿武

奈古小児童が
巫女舞を奉納
菅原神社秋祭り

　「
来
て
・
見
て
・
感
じ
て
」
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
、
県

外
の
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
を
対

象
と
し
た
、
平
成
２０
年
度
「
や
ま

ぐ
ち
里
山
暮
ら
し
体
験
ツ
ア
ー

in
阿
武
町
」
が
９
月
２１
日
か
ら

２
泊
３
日
で
山
口
県
の
主
催
の
も

と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ツ
ア
ー
に
は
千
葉
県
や
神
奈
川

県
な
ど
か
ら
７
世
帯
１６
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
宿
泊
は
、
宇
田
郷
の

「
漁
家
民
宿
浜
の
小
屋
」
と
福
賀

地
区
の
「
農
家
民
宿
樵
屋
」。
今

回
の
ツ
ア
ー
は
定
住
を
視
野
に
お

い
た
内
容
で
開
催
。
初
日
の
里
山

を
知
る
体
験
で
は
福
賀
地
区
に
定

住
さ
れ
た
直
江
隆
さ
ん
（
伊
豆
）

や
増
田
庸
祐
さ
ん
（
下
笹
尾
）
か

ら
定
住
さ
れ
た
感
想
を
聞
き
ま
し

た
。
直
江
さ
ん
は
「
都
会
に
比
べ

て
多
少
不
便
さ
は
あ
る
が
、
生
活

環
境
は
お
つ
り
が
来
る
ぐ
ら
い
に

素
晴
ら
し
い
」
と
説
明
。 

　
２
日
目
は
森
・
木
を
知
る
体
験

で
、
林
業
振

興
会
の
木
村

誠
さ
ん
の
指

導
の
も
と
間

伐
体
験
な
ど

を
実
施
。
最

終
日
に
は
定

住
を
考
え
る

と
い
う
テ
ー

マ
で
町
が
勧

め
て
い
る
空
き
家
バ
ン
ク
の
物
件

を
紹
介
。
Ｉ
タ
ー
ン
で
定
住
さ
れ

た
上
沢
晃
慶
さ
ん
（
宇
田
地
）
の

お
宅
を
訪
問
し
ま
し
た
。  

　
横
浜
か
ら
参
加
さ
れ
た
出
澤
さ

ん
は
「
田
舎
と
都
会
の
格
差
が
い

ろ
い
ろ
う
ま
れ
て
久
し
い
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
は
田
舎
と
都
会
と

の
共
存
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し

た
。
お
互
い
の
生
活
ス
タ
イ
ル
や

価
値
観
な
ど
も
共
有
し
あ
い
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と

で
日
本
が
活
性
化
さ
れ
れ
ば
い
い

な
と
思
い
ま
し
た
。
阿
武
町
は
そ

の
か
け
橋
と
な
る
こ
と
の
出
来
る

先
駆
者
的
存
在
な
の
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。 

 

清ヶ浜の
夕日が切手に
萩・石見空港
15周年記念

海産物や眺望を生かした活用を!!
第２回道の駅阿武町再生ビジョン
施設整備計画策定検討委員会

海
と
山
を
満
喫 

　
み
ん
な
で
育
て
よ
う
萩
・
石
見

空
港
開
港
１５
周
年
を
記
念
し
て
フ

レ
ー
ム
切
手
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。 

　
１０
月
８
日
に
藤
村
実
宇
田
郵
便

局
長
か
ら
切
手
シ
ー
ト
が
中
村
町

長
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
切
手
シ

ー
ト
に
は
萩
・
石
見
空
港
に
関
係

の
深
い
３
市
４
町
の
島
根
県
西
部

益
田
市
、
浜
田
市
、
津
和
野
町
、

吉
賀
町
、
山
口
県
北
部
萩
市
、
阿

東
町
、
そ
し
て
阿
武
町
の
観
光
名

所
１０
カ
所
が
使
わ
れ
、
阿
武
町
か

ら
は
鳴
き
砂
で
有
名
な
清
ヶ
浜
が

採
用
さ
れ
ま
し
た
。
撮
影
さ
れ
た

の
は
あ
ぶ
フ
ォ
ト
倶
楽
部
の
梅
地

幸
穂
さ
ん（
東
方
）。
今
年
５
月
に

撮
ら
れ
た
も
の
で
、
テ
ー
マ
は「
残

照
」。
オ
レ
ン
ジ
色
に
染
ま
る
美

し
い
夕
日
が
砂
浜
の
波
間
を
照
ら

す
ム
ー
ド
あ
る
作
品
で
す
。 

   

表紙 
説明 

　
活
力
あ
る
道
の
駅

再
生
の
た
め
、
第
２

回
道
の
駅
阿
武
町
再

生
ビ
ジ
ョ
ン
施
設
整

備
計
画
策
定
検
討
委

員
会
議
が
１０
月
２
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
参
加
し
た
検
討
委

員
は
道
の
駅
関
係
者

や
議
会
議
員
、
公
募

し
た
３４
人
。
今
回
は

（
社
）山
口
県
中
小
企

業
診
断
協
会
か
ら
道
の
駅
来
訪
者

２
０
０
人
の
聞
き
取
り
調
査
結
果

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

〈
報
告
〉
利
用
者
は
５０
歳
以
上
が

多
い
／
４
分
の
３
以
上
が
リ
ピ
ー

タ
ー（
固
定
客
）／
良
い
点
は
「
魚
が

安
く
新
鮮
、
魚
を
買
う
な
ら
阿
武

町
」
／
不
満
点
は
「
温
泉
の
老
朽

化
」「
海
や
夕
日
を
見
な
が
ら
入

浴
や
食
事
が
し
た
い
」
な
ど
／
今

後
の
整
備
要
望
で
は
「
釣
り
の
施

設
、
展
望
施
設
、
キ
ャ
ン
プ
場
」

な
ど
の
意
見
が

で
て
い
ま
す
。 

　
委
員
長
の
中

村
町
長
は
「
道

の
駅
を
整
備
す

る
最
後
の
チ
ャ

ン
ス
。
強
い
決

意
で
の
対
応
を

願
い
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。 
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「
第
２２
回
阿
武
町
ふ
れ
あ
い
歩

こ
う
大
会
」
が
、
福
賀
の
伊
良
尾

山
周
辺
で
開
催
さ
れ
、
参
加
者
・

実
行
委
員
合
わ
せ
１
２
４
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
 
 
 

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
人
・
自
然

・
遺
産
と
の
ふ
れ
あ
い
」
で
出
発

を
前
に
中
村
町
長
が
「
伊
良
尾
火

山
の
残
し
た
歴
史
的
遺
産
を
満
喫

し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

時
折
小
雨
が
降
る
不
安
定
な
天
候

で
し
た
が
、
秋
の
気
配
を
感
じ
な

が
ら
歴
史
的
な
遺
産
を
た
ど
り
ま

し
た
。
 

　
今
年
の
コ
ー
ス
は
道
路
工
事
現

場
で
発
見
さ
れ
た
伊
良
尾
火
山
の

地
層
を
ス
タ
ー
ト
し
、
萩
市
弥
富

公
民
館
を
ゴ
ー
ル
す
る
約
１０
・
３

ｋｍ
の
コ
ー
ス
で
、
ま
ず
伊
良
尾
火

山
の
地
層
を
見
学
。
当
日
参
加
さ

れ
た
„
火
山
の
先
生
“
山
口
大
学

永
尾
准
教
授
か
ら
お
よ
そ
３０
万
年

前
に
噴
火
し
た
伊
良
尾
火
山
の
噴

火
過
程
や
、
火
山
灰
な
ど
が
堆
積

し
地
層
を
作
っ
た
こ
と
の
説
明
が

あ
り
、
参
加
者
は
真
剣
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。
 

　
つ
づ
い
て
お
よ
そ
４０
ｍ
の
深
さ
 

      の
溶
岩
の
川
が
１５ 
ｋｍ
に
わ
た
り
流

れ
て
弥
富
の
大
地
を
埋
め
た
あ
と

を
た
ど
っ
て
歩
き
ま
し
た
。
ま
ず

伊
良
尾
山
が
水
源
と
な
っ
て
い
る

道
永
の
滝
を
見
学
。
７０
ｍ
に
わ
た

る
壮
大
な
滝
に
参
加
者
は
感
激
し

て
い
ま
し
た
。
お
昼
は
弥
富
公
民

館
で
昼
食
。
午
後
か
ら
は
バ
ス
で

移
動
し
、
溶
岩
が
冷
え
て
固
ま
り

柱
状
節
理
と
い
う
六
角
形
の
形
を

作
り
出
し
た
畳
ヶ
淵
や
、
竜
の
鱗

の
様
な
柱
状
節
理
が
見
事
な
龍
鱗

郷
を
見
学
し
ま
し
た
。
 

　
３０
万
年
と
い
う
壮
大
な
歴
史
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
コ
ー
ス
に

参
加
者
は
「
勉
強
に
な
っ
た
」
と

感
銘
し
て
い
ま
し
た
。
 

  

　伊良尾山の凄さ
にビックリしまし
た。今度は妻を連
れて来たいです。 
　地層は手で触る
と柔らかかった。
なんとか保存して
欲しいですね。 

参加者の声 

地層は柔らかかった 

島本泰典さん 
（飯谷） 

第22回 

１０月５日 

歴
史
ロ
マ
ン
　
伊
良
尾
火
山
の
歴
史
的
遺
産
を
た
ど
っ
て

歴
史
ロ
マ
ン
　
伊
良
尾
火
山
の
歴
史
的
遺
産
を
た
ど
っ
て
 

阿
武
町
ふ
れ
あ
い
歩
こ
う
大
会

阿
武
町
ふ
れ
あ
い
歩
こ
う
大
会
を
 

 歴
史
ロ
マ
ン
　
伊
良
尾
火
山
の
歴
史
的
遺
産
を
た
ど
っ
て
 

阿
武
町
ふ
れ
あ
い
歩
こ
う
大
会
を
 

 

福
賀
伊
良
尾
山
周
辺
で
開
催
 

伊良尾山クイズに 
答えて商品ゲット 

道永の滝 

竜の鱗の様 
岩肌がみごとな龍鱗郷 六角形の岩が美しい畳ヶ淵 滝の水源は伊良尾山の湧き水 
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　　「日本海温泉テルメ阿胡」などに“阿胡”という言葉がついていますが阿胡には 
どんな意味があるのですか？（匿名希望） 
 
 
 
　まず“阿胡”と“奈古”という地名には深い関係が有ります。 
　奈古という地名はもともと海から来たという通説が有ります。奈古湾は今でも阿胡之海とよばれている
が、阿胡之海は元来は“海士児の海”とよばれていたものが次第に省略されて海士児の海となり、さらに
吾児の海となり、後に阿胡なる漢字が当てられたと言われるのである。海士児の海とは、もともと海士男
児の海という意味があって、海士部の児ら、すなわち後に言う海軍の軍人の活躍する海を指すのであった
らしい。それが吾児の海となり、さらにいつしか阿胡の海となったと言われるのであって、すでには万葉
集の時代には阿胡の海として名が通っていたのである。入江の最良の位置にある浦が吾児の浦とよばれ、
阿胡の浦に変わった。また村としては阿胡村とよばれ、それが陸地の名として人の口に言われる中にいつ
しか奈古村になったといわれています。　（前筑波大学名誉教授　大島康正　著「奈古の歴史」より） 

※これからも、疑問や質問などがありましたら、役場などの各担当がお答えしますので、お手紙やFAX、
　メールなどでお寄せください。 
　受付窓口：役場総務課☎2－3111　FAX 2－2090　Eメールkikaku@town.abu.yamaguchi.jp

まちの疑問・質問に担当者がお答えする 
なんでも広報相談室コーナー 

Ｑ Ｑ 

Ａ Ａ 

テルメ阿胡など“阿胡”という言葉の由来は？

海士児の海という呼び名が“阿胡の海”、“奈古の海”
へと時代と共に変化したといわれています。

まちの
ハテナ

？

阿武町の逸品 
シリーズ  Ｎo.9

あ　 ま　 こ あ　 こ な　　ご

あ　　こ　の　うみ 

あ　 こ あ　ま　 こ 

あ　ま　 こ あ　し　 こ 

あ　ま　 の 

お　の　 こ あ　ま　 べ 

へルシーで和牛独特の風味と
うま味が特徴 安心安全な無角和牛

◆ 無角和牛についてのお問い合わせは ◆ 
（社）無角和種振興公社　山口県阿武郡阿武町2636 

☎08388-2-3114　FAX.08388-2-0100

　
第
９
弾
は
、
日
本
中
で
阿
武
町
が

最
も
多
く
飼
育
し
て
い
る
牛
„
無
角

和
牛
“
を
紹
介
し
ま
す
。
 

　
日
本
和
牛
の
種
類
は
、
お
な
じ
み

の
黒
毛
和
種
・
褐
毛
和
種
・
日
本
短

角
種
、
そ
し
て
無
角
和
種
の
４
種
類

に
分
か
れ
て
お
り
、
無
角
和
種
の
飼
育
頭
数
は
全
国
で
約
２
４
０

頭
し
か
い
ま
せ
ん
。
無
角
和
牛
の
肉
は
、
適
度
な
霜
降
り
と
赤
身

に
富
ん
だ
和
牛
独
特
の
„
肉
ら
し
い
風
味
“
と
„
う
ま
み
“
が
特

徴
。
余
分
な
脂
肪
分
が
な
く
ヘ
ル
シ
ー
な
牛
肉
と
し
て
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
、
ま
た
体
重
が
気
に
な
る
方
ま
で
安
心
し
て
味
わ
え
る
牛
肉
で
す
。
 

　
無
角
和
牛
の
歴
史
は
大
正
５
年
に
、
欧
米
で
一
番
お
い
し
い
牛
肉
と
い
わ
れ
る
角

が
な
い
ア
バ
デ
ー
ン
ア
ン
ガ
ス
種
３
頭
が
輸
入
さ
れ
、
黒
毛
和
種
と
交
配
。
大
正
９

年
に
種
雄
牛
小
雀
（
こ
が
ら
）
号
が
阿
武
郡
大
井
村
（
現
萩
市
大
井
）
に
導
入
さ
れ

ま
し
た
。
早
肥
早
熟
で
粗
飼
料
の
利
用
性
が
高
く
、
当
時
は
肉
量
が
最
重
視
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
無
角
和
牛
は
昭
和
３０
年
に
は
１
万
頭
に
達
し
ま
し
た
。
当
時
は
、
子

牛
も
黒
毛
和
牛
よ
り
無
角
和
牛
の
方
が
高
値
で
取
引
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

　
し
か
し
昭
和
４０
年
代
以
降
、
消
費
者
の
指
向
が
肉
質
よ
り
霜
降
へ
と
変

わ
り
は
じ
め
、
合
わ
せ
て
牛
肉
の
輸
入
自
由
化
が
一
層
価
格
差
に
拍
車
を

か
け
、
平
成
に
入
る
と
価
格
は
黒
毛
和
牛
の
半
値
近
く
に
な
り
頭
数
が

激
減
。
絶
滅
の
危
機
感
の
中
、
平
成
６
年
萩
市
と
阿
武
郡
の
市
町
村
、
農

協
、
経
済
連
が
参
画
し
無
角
和
種
振
興
公
社
を
設
立
。
合
わ
せ
て
繁
殖
セ

ン
タ
ー
を
建
設
し
、
無
角
和
牛
の
再
生
へ
歩
み
は
じ
め
ま
し
た
。
 

　
現
在
で
は
、
地
元
で
栽
培
さ
れ
た
イ
タ
リ
ア
ン
グ
ラ
ス
や
飼
料
用
稲
を

発
酵
粗
飼
料
と
し
て
使
い
、
糞
な
ど
の
排
泄
物
は
堆
肥
と
し
て
再
生
し
地

元
の
農
家
に
供
給
。
ま
た
妊
娠
牛
は
常
時
２０
頭
を
休
耕
田
な
ど
の
放
牧
に

利
用
し
、
飼
料
コ
ス
ト
の
削
減
な
ど
安
心
安
全
な
耕
畜
連
携
の
シ
ス
テ
ム

が
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
近
年
の
健
康
指
向
で
、
脂
肪
分
が
少
な
い
ヘ
ル
シ
ー
な
無
角
和
牛
へ
の

関
心
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
矢
次
牧
場
長
は
「
無
角
和
牛
は
角
が
な
い
の

で
性
格
的
に
は
神
経
質
で
す
。
な
る
べ
く
お
ど
か
さ
ず
ス
ト
レ
ス
を
与
え

な
い
よ
う
に
育
て
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
阿
武
町
で
育
っ
た
安

心
安
全
な
無
角
和
牛
肉
は
、
道
の
駅
阿
武
町
で
お
求
め
に
な
れ
ま
す
。
 

矢次牧場長 
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シリーズ　奈古高はいま 

ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
作
り
に
 

　
　
　
　
　
　
　
初
挑
戦 

　
　
〜
巧
の
技
に
学
ぶ
〜
 

使
い
こ
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
生
徒
の
中
に
は
家
庭
で
ケ
ー
キ

作
り
の
経
験
を
持
つ
者
も
い
ま
し

た
が
、
本
格
的
な
職
人
の
技
を
見

る
の
も
学
ぶ
の
も
は
じ
め
て
。
　

　
基
本
の
小
麦
粉
の
ふ
る
い
方
、

卵
の
溶
き
方
と
ハ
ン
ド
ミ
キ
サ
ー

に
よ
る
泡
立
て
方
の
コ
ツ
、
泡
立

ち
の
見
極
め
と
小
麦
粉
の
合
わ
せ

方
と
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
。
生
地
の

出
来
上
が
り
の
善
し
悪
し
や
焼
き

方
の
秘
訣
、
ア
メ
リ
カ
産
の
生
イ

チ
ゴ
を
サ
ン
ド
し
、
特
製
の
生
ク

リ
ー
ム
を
加
え
て
生
地
を
ロ
ー
ル

状
に
し
て
冷
や
せ
ば
出
来
上
が
り

ま
さ
に
「
巧
の
技
」。 

　
い
と
も
簡
単
に
展
示
見
本
を
さ 

  
                     

　
民
間
講
師
招
へ
い
事
業
の
一
環

と
し
て
、
生
物
資
源
科
学
科
３
年

生
（
食
品
コ
ー
ス
１８
人
）
が
萩
市

の
「
プ
チ
・
シ
ャ
ト
ー
」
オ
ー
ナ

ー
シ
ェ
フ
・
宮
本
さ
ん
に
よ
る
ロ

ー
ル
ケ
ー
キ
製
造
実
習
を
学
び
ま

し
た
。 

　
最
初
に
レ
シ
ピ
の
紹
介
、
工
程

の
説
明
と
注
意
事
項
が
あ
り
、
こ 

こ
ま
で
は
お
菓
子
作
り
の
本
と
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
宮

本
さ
ん
の
ケ
ー
キ
作
り
は
、
基
本

を
ベ
ー
ス
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
技
を 

れ
、
こ
れ

に
習
っ
て

製
造
実
習

を
進
め
て

い
く
が
、

宮
本
さ
ん

の
よ
う
な

わ
け
に
は

い
か
ず
、

多
く
の
場

面
で
宮
本
さ
ん
の
助
言
と
手
助

け
を
受
け
、
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
の
製

造
の
難
し
さ
と
職
人
な
ら
で
は
の

「
巧
の
技
の
凄
さ
」
の
数
々
を
学

み
ま
し
た
。 

　
民
間
講
師
に
よ
る
ロ
ー
ル
ケ
ー

キ
製
造
を
学
ん
だ
生
徒
の
中
に

は
、
パ
テ
ィ
シ
ェ
へ
の
進
路
を
目

指
す
者
も
い
ま
す
。
講
師
の
宮
本

さ
ん
は
「
職
人
と
し
て
の
技
を
持

ち
、
お
客
様
に
愛
さ
れ
る
職
人
を

目
指
し
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
託

さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
生
徒
の
代

表
が
「
今
日
は
貴
重
な
体
験
の
場

を
与
え
て
頂
き
感
謝
し
ま
す
」
と

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
講
習
会
を
終

わ
り
ま
し
た
。 

海
技
免
状
及
び 

操
縦
免
許
証
を
お
持
ち
の
方
へ 

    

①
更
新
手
続 

●
対
象
者
　
有
効
期
間
満
了
日
の

　
１
年
前
か
ら
満
了
日
ま
で
の「
更

　
新
期
間
」
内
の
海
技
免
状
・
操

　
縦
免
許
証
を
お
持
ち
の
方 

※
更
新
期
間
内
に
手
続
き
を
行
わ

　
な
い
と
、
海
技
免
状
・
操
縦
免

　
許
証
は
失
効
し
ま
す
。 

②
失
効
再
交
付
手
続 

●
対
象
者
　
有
効
期
間
満
了
日
を

　
経
過
し
た
海
技
免
状
・
操
縦
免

　
許
証
を
お
持
ち
の
方
で
、
再
取

　
得
を
希
望
さ
れ
る
方 

③
手
続
き
方
法 

  

①
、
②
の
申
請
手
続
き
は
、
本

　
人
ま
た
は
海
事
代
理
士
が
最
寄

　
り
の
運
輸
局
及
び
海
事
事
務
所

　
の
窓
口
で
申
請
手
続
き
を
し
て

　
く
だ
さ
い
。 

※
更
新
講
習
ま
た
は
失
効
再
交
付

　
講
習
を
受
講
さ
れ
た
方
に
限
り
、

　
本
人
が
窓
口
に
出
向
か
な
く
て

　
も
書
留
郵
送
に
よ
る
申
請
手
続

　
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

○
問
い
合
わ
せ
先  

中
国
運
輸
局

　
山
口
運
輸
支
局 

　
☎
０
８
３
４
―
２１
―
０
１
８
０ 

　http://www.cgt.m
lit.go.jp/

免
状
及
び
免
許
証
は 

　
５
年
ご
と
の
更
新 

　
手
続
き
が
必
要
！ 
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教育のひろば  

元気です！親父もお袋
も…そして、先生も。

前略、阿武町内の皆様
…お変わりはありませ

んか。

只今阿武中は、生徒数
５４人ですが、生徒た

ちは元気いっぱい。

そんな生徒たちに負け
てはいられないと、保

護者も先生も元気いっ
ぱいで、いろいろな

場面で「元気ハツラツ
ゥ」しています。

１学期には、本校初の
「親子マッチ」を開催

しました。

「稲妻落とし！」とば
かりにスパイクを打ち

込む父の姿に

惚れ直す娘たち。おじ
さんパワー爆発で、野

球部をKOの

第１回阿武中ベースボ
ール・クラシック。

楽しいテニスや卓球の
あとは、友達や親子で

談笑。

イカダ大会や運動会で
も、生徒に負けず劣ら

ずのノリと元気で保護
者も先生も大活躍。

怪我だけはしないよう
に

気をつけましたが、生
徒

の若さあふれるパワー
に

は脱帽です。

元気です! 阿武中っ子 

今後とも、阿武中っ子
の

元気な姿と活躍に御期
待

ください。

皆様方の熱い声援を待
っ

ています。

かしこ　
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元気島通信 ４×ピース 元気島通信 ４×ピース 元気島通信 ４×ピース 
（４つのかけら）　　※今月は2ピースです。

フォー 

11月は『こころに目を向けよう月間』 
　　　　～こころの健康をチェック～ 

奈古地区 
ストレッチ学習会 

　ラジオ体操の歌♪第１、第２に始まり、一人でできる
簡単ストレッチ、おなかまわりの筋肉トレーニング、ス
トレッチポール･･･月２回集まって、インストラクター
指導のCDを聞きながら、体を動かしています。 
　一人ではなかなか続かないけれど、みんなでやるから
続けられる。特に肩や腰、膝の痛みを感じている方、一
緒にやってみませんか？ 

● 5 日（水）　自主活動 
●19日（水）　インストラクターの指導あり 

原田保健師 

ストレスが多い現代社会。「こころの風邪」と言われるうつ病にかかる方も増えています。 
うつ病は「治療すれば治る病気」ですが、多くの方が適切な治療を受けていないのが現状です。 
あなたとあなたの大切な人の「こころの健康」チェックしてみましょう。 

木原保健師 

最近こんな気持ちになったことがありませんか？ 
□ 毎日の生活に充実感がない　 
□ これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった 
□ 以前は、楽にできていたことが、今ではおっくうに感じられる 
□ わけもなく疲れたような感じがする 
□ 自分が役に立つ人間だと思えない 

いのちの情報ダイヤル“絆” 
火曜日・金曜日 
9：00～11：30、13：00～16:30 
電話：0835-22-3321 
対象：「生きることがつらい」
と悩んでいる方やそのご家族 

医療機関（精神科､ 心療内科等）

『精神科はどうも･ ･』という人は、まず、かかりつけ医に相談を！

これらの項目は、こころが
疲れているサインです。
２つ以上の項目が２週間以
上続く場合は、早めに相談
してみましょう。

公
的
機
関 

医
療
機
関 

相談できる機関 
役場民生課　保健師 
萩健康福祉センター保健師 
山口県精神保健 
福祉センター 
河村メンタルクリニック 
萩病院 
三隅病院 

電話番号 
 08388-2-3113 

0838-25-2663 

0835-27-3388 
 

0838-26-3200 
0838-25-1498 
0837-43-0711

住所・時間等 
奈 古 2 6 3 6 
萩市江向531 - 1 
心の健康電話相談 

（平日9:00～11:30．13:00～16:30） 
萩市山田4731-1 
萩 市 堀 内 2 7 8 
長門市三隅中3242

9月よりスタート
しました!!

みんなで 楽しく 無理をせず 
心も体も軽くなって帰ろう！ 

開催日：原則第１、第３水曜日 
時　間：午前９時３０分～１１時３０分 
場　所：町民センタ－　２階和室 

11月の 
実施日 

ストレッチポールで、
バランスとりに挑戦中！

あんばい
ええねえ(笑 )

気持ちいい！

筋トレ中
足がきれいに
上がっています。

ここに来るのが、
楽しみ！
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国民年金保険料は社会保険料控除の対象 
　国民年金保険料は、納付した全額が所得税・町県
民税の社会保険料控除の対象になります。国民年金
保険料を社会保険料の控除として申告する場合は
「毎年１月１日から１２月３１日までの間」に納付（納
付見込みを含む）した国民年金保険料額を証明する
書類の添付などが必要です。 
 
毎年１１月上旬に送付 
　このため、生命保険会社などが発行する控除証明
書と同様に１年間に納付した国民年金保険料の額を
証明する「社会保険料（国民年金保険料）控除証明
書」（ハガキ）が毎年１１月初旬に送付されます。 
　証明内容は、本年１月から１０月１日までの間に
納付された国民年金保険料額と、年内に納付が見込
まれる場合の納付見込額です。 
 
２月上旬に送付される場合 
　年の途中から国民年金に加入された場合などで、
１０月２日から１２月３１日までの間に初めて保険料を 

納付する人については、翌年２月上旬 
に同様の証明書が送付されます。 
 
国民年金保険料は世帯で連帯して納付 
　国民年金保険料は、被保険者本人だけで
なく、その世帯の世帯主及び配偶者も連帯
して納付する義務があります。 
　ご家族の国民年金保険料を納付した場合は、その
納付額の全額が納付した方の所得税等の控除対象と
なりますので、年末調整等の手続きの際にご自身の
社会保険料の額と合算して申告してください。 
　この場合、ご家族分の「社会保険料（国民年金保
険料）控除証明書」も申告する方の申告書に添付等
する必要があります。 
 
◎お問い合わせ　 
　萩社会保険事務所（☎０８３８－２４－２１５６） 
　役場住民課（☎２－０５００） 
　社会保険庁のホームページ　 
　http:/www.sia.go.jp/  

年末調整や確定申告には 
「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」を 

　この調査は、５年ごとにわが国の水産
業の実態を明らかにする“水産業の国勢
調査”ともいうべき大切な調査です。 
　農林水産省が都道府県・市区町村を通
じて実施する調査で、漁業者や水産関係
者の方々のところへ、統計調査員が調査
票への記入のお願いに伺います。 
　調査へのご協力をお願いします。 
●問い合わせ先 
　役場総務課企画広報係　☎２－３１１１ 

■3Rとは?!　リデュース（Reduce）、リユース（Reuse）、リ
サイクル（Recycle）の3つの英語の頭文字「R」をとって「3R
（スリーアール）」と呼んでいます。リデュースは廃棄物の発
生を抑制すること、リユースは廃棄物を再使用すること、リ
サイクルは廃棄物を原材料として再利用することです。　 

■暮らしの中の3Ｒの例 
◎リデュース（物を大切に使おう）◆買い物をするときはマイバ
ッグを持参する。◆必要な分だけ買う。 

◎リユース（繰り返し使おう）◆不用になった服はリフォームし
たり、フリーマーケットに出す。◆家電製品などが故障した
とき、修理可能な物は修理して使う。◆再生部品を用いた機
器類を使う。 

◎リサイクル（再び資源として利用しよう）◆市町村や地域単位
で実施する古紙、びん、アルミ缶、スチール缶などの分別回
収の取り組みに協力して、決められた場所に、決められた方
法で物品を出す。　 
 

   
■レジ袋の豆知識　現在、国内では305億枚のレジ袋が使用
されています。これを原油換算すると55.8万ｋl。レジ袋を１
枚ことわれば、7gも二酸化炭素を削減できることになり、１
人あたり年間300枚使っているので、57g×300枚＝
17,100gの削減効果があります。 
■マイバッグのメリット　◆ごみを減らすことができます。 
　◆資源を節約できます。◆ごみ減量の意識が高まります。 

2008年11月 
漁業センサスを 

全国一斉に実施します 
―調べます！日本の水産業― 

10月は循環型社会形成推進月間です 
重点取組①：3Ｒ（スリーアール）を実践しよう!! 

重点取組②：買い物には“マイバッグ”を持参しよう！ 

年金のたより 
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■受講対象及び募集定員 
①山口県内在住の方（原則として、中学生以上） 
②山口県障害者スポーツボランティアとして登録を希望す
る方 
③募集定員は、各会場とも30人（定員になり次第締切） 
■受講（登録）すると 
①障害者スポーツボランティアの登録証をお渡しします。 
②障害者スポーツボランティアの帽子（キャップ）をお渡
しします。 
③障害者スポーツ大会等のイベントのご案内とボランティ
アとしての協力依頼をいたします。 
■申し込み方法　所定の受講申込書に必要事項を記入し、
11月28日（金）までに下記の事務局に提出をお願いしま
す。ＦＡＸでも可能ですが、着信を確認してください。 
■お問い合わせ先　山口県障害者スポーツ協会 
　〒753－0072　山口市大手町9－6 
　山口県社会福祉会館２Ｆ　　☎　 083－901－4065 
　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ 083－901－4064 

　あなたの周りに「虐待を受けている恐れの
ある子ども」や「気になる家庭」はありませ
んか。 
　「しつけのつもり・・・」は言い訳です。 
　虐待を受けたと
思われる子どもを
見つけたときは、
児童相談所や市町
村の窓口などに連
絡（通告）してく
ださい。連絡（通
告）した人の秘密
は法律で守られて
います。出産や子
育てに悩んでいた
ら、児童相談所や
市町村の窓口に相
談してください。 
 
【連絡先】 
■役場民生課介護福祉係　☎2－3115 
■萩児童相談所　☎0838－22－1150

★児童扶養手当 
■対象者　父母の離婚などにより父と暮らしていない児童（18歳に達する日以後最初の3月31日までの間
にある人、または、20歳未満で一定の障害の状態にある人）を養育している母らに支給されます。 

■手当額（月額）　現在、受給者の収入に応じて、手当額が2段階（全部支給が月額41,720円、一部支給が
月額41,720円～9,850円）になっていますが、全部支給及び一部支給の所得の限度額により、一部支給
の手当額については所得に応じてきめ細かく定められることとなります。 

■手当の支給　毎年4・8・12月の3回に分けて、それぞれの前月分までが支払われます。 

★特別児童扶養手当 
■対象者　身体または精神に一定の障害のある20歳未満の児童を介護する父もしくは母、または、養育者に
支給されます。  

■手当額（程度・月額）　 

■手当の支給　毎年4・8・12月の3回に分けて、それぞれの前月分までが支払われます。 

★児童手当 
■対象者　12歳到達後最初の3月31日までの間にある児童 
　（小学校終了前の児童）を養育している方に支給されます。 
■手当額（月額） 

■手当の支給　毎年2・6・10月の3回に分けて、それぞれの前月分までが支払われます。 

障害者のスポーツを支えてみませんか! 

障害者スポーツボランティア 
養成講習会 

障害のある方と一緒にスポーツを楽しみ、 
スポーツのすばらしさを共感しましょう 

11月は児童虐待防止 
推進月間です 

言葉にできない子どもの 
悲鳴を見ない、聞かないも虐待です。 

～助けての小さなサイン受け止めて～ 

 

児童扶養手当、特別児童扶養手当、児童手当を支給します!

と　き　12月14日（日）午前9時30分～午後4時 

ところ　セミナーパーク（山口市） 

お子さんを扶養される保護者の皆さんへ 次の方々には　 

        

１級 50,750円 2級 33,800円 

3歳以上 第1・2子 3歳未満 一  律 10,000円 5,000円 第3子 10,000円 



クマに出会ってしまったら 
　　遠くにクマの気配を感じたら   
  落ち着いて状況判断をしてくだ
さい。クマが気付いていなかった
ら、こっそりその場を離れましょ
う。クマが気付いていたら、クマ
の動きから目を離さないように、
クマの移動方向とは逆の方向に離
れましょう。 

 
　　でも近付いてきたら 
  クマの目をにらみつけながら、
ゆっくり後退してください。この
とき、ペットボトルなどクマの注
意をひきそうなものを、少しずつ
置いて時間を稼ぎましょう。 

　 
　　目撃情報は警察または役場まで 
  もし、クマを目撃した時には、警察署や近くの
警察官駐在所、または、役場経済課（☎2－
3114）までご連絡ください。 

　６５歳以上の人を対象にインフルエンザの予防接種を下記の通り行います。 
　インフルエンザは高齢者がかかった場合には、肺炎等の合併症を引き起こす確率が高く 
なります。流行する前に予防接種を受けて発病を防ぎましょう！ 
 
【対　 象 　者】　６５歳以上の人 
　　　　　　　　　※６０～６４歳までの人で心臓、肝臓、呼吸器、免疫の機能に障害がある人も対象になり
　　　　　　　　　　ます。詳しいことは接種する医師にお尋ねください。 
【実 施 場 所】　山口県内の医療機関（実施していない医療機関もあります） 
【実 施 期 間】　平成２０年１１月～平成２１年２月末 
　　　　　　　　　※流行する前が有効です！できるだけ年内に受けられることをお勧めします。 
【個人負担金】　１，０５０円（医療機関の窓口でお支払いください） 
【申し込み方法】　希望される医療機関に直接お申し込みください。 
　　　　　　　　　※予診票は各医療機関に置いてあります。治療しているところと違う医療機関で受ける
　　　　　　　　　　場合は、かかりつけの医師に予防接種を受けて良いか確認をしておいてください。 

★　ご不明な点は、役場民生課（☎2－3113）までご連絡ください　★ 

問題グマを作らないで 
  人間の出す残飯や生ゴミ
の味を覚えたクマは、それ
を求めてゴミ置き場やキャ
ンプ場などに繰り返し出て
きます。ゴミの後始末はき
ちんとしましょう。野外に
放置したり、埋めたりする
ことは、クマを呼び寄せる
ことになり危険です。 
 

クマに出会わないために 
　　山にクマがいるのは当たり前   
　役場や地元の人から、クマの出没情報を集め、
危険な場所に近づかないようにしましょう。 

　　自分の存在をクマに知らせる 
　クマは、聴覚や嗅覚が優れているため、ほとん
どの場合、人よりも先に人間の接近を知って繁み
などへ逃げていきます。鈴や笛、ラジオなどの音
の出るものを携帯し、自分の存在をクマに知らせ
ましょう。 

クマ出没注意

 

65歳以上の皆さんへ 
インフルエンザ予防接種のお知らせ 

　近年、クマの出没回数が増えています。 
　さらに、最近は山間部だけではなく、海岸部近くでも目撃情報があります。 
　これからクマは繁殖の時期に入り、餌を盛んに求めるようになります。山菜狩り
やハイキングなど、山や人けのないところを歩くときには十分注意しましょう。 

女
と
男
の
一
行
詩 

結
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し
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で
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萩
税
務
署
で
は
「
国
税
電
子
申
告

・
納
税
シ
ス
テ
ム（e-Tax

）」
の
さ

ら
な
る
利
用
促
進
を
目
指
し
てe-Tax

研
修
会
場
を
設
置
し
ま
す
。
申
告
に

必
要
な
各
種
ソ
フ
ト
の
イ
ン
ス
ト
ー

ル
や
電
子
申
告
の
方
法
を
、
萩
税
務

署
職
員
が
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
萩
税
務
署
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。 

▼
期
間
　
１１
月
４
日（
火
）〜
２８
日（
金
） 

▼
場
所
　
萩
税
務
署
会
議
室 

▼
問
い
合
わ
せ
先 

　
萩
税
務
署
総
務
課 

　
☎
０
８
３
８
―
２２
―
０
９
０
０ 

   

     

　「
が
ん
」は
、
死
亡
原
因
の
第
１
位

で
あ
り
、今
後
の
高
齢
化
に
伴
い「
が

ん
」
に
よ
る
死
亡
者
は
さ
ら
に
増
加

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
女
性
が
最
も
多
く
か
か
る「
乳

が
ん
」、「
子
宮
が
ん
」
は
２０
〜
５０
歳

代
の
発
症
が
増
加
し
て
い
ま
す
。 

　
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
の

が
ん
検
診
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
定
期
的
な
検
診
・
受
診
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
体
験
検
診

付
き
予
防
講
座
を
開
催
し
ま
す
。 

「
子
宮
が
ん
予
防
講
座
」 

▼
日
時
　
１１
月
９
日（
日
）午
前
８
時

　
３０
分
〜
午
後
１
時 

▼
場
所
　
長
北
医
療
セ
ン
タ
ー 

　（
萩
市
平
安
古
２
０
８
―
１
） 

▼
対
象
者
　
２０
歳
以
上
で
過
去
２
年

間
に
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
受
診
さ

れ
て
い
な
い
方
（
検
診
未
経
験
者

を
優
先
し
ま
す
。） 

▼
内
容
　
講
演
「
子
宮
が
ん
に
つ
い

て
」
な
か
む
ら
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ

ニ
ッ
ク
　
院
長
　
中
村
正
也 

　
無
料
検
診
（
内
診
及
び
細
胞
診
） 

　（
財
）山
口
県
予
防
保
険
協
会 

▼
定
員
　
３５
人（
要
予
約
・
先
着
順
） 

       

「
乳
が
ん
予
防
講
座
」 

▼
日
時
　
１２
月
４
日（
木
）午
後
１
時

　
３０
分
〜
５
時 

▼
場
所
　
山
口
県
萩
健
康
福
祉
セ
ン

　
タ
ー
（
萩
市
江
向
５
３
１
―
１
） 

▼
対
象
者
　
３０
歳
以
上
で
過
去
２
年

間
に
乳
が
ん
検
診
を
受
診
さ
れ
て

い
な
い
方
（
検
診
未
経
験
者
を
優

先
し
ま
す
。） 

▼
内
容
講
演
「
乳
が
ん
に
つ
い
て
」 

　
都
志
見
病
院
　
外
科
医
師
　
山
本

　
達
人 

  

無
料
検
診
（
視
触
診
及
び
マ
ン
モ

　
グ
ラ
フ
ィ
検
査
） 

　（
財
）山
口
県
予
防
保
険
協
会 

▼
定
員
　
２０
人（
要
予
約
・
先
着
順
） 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
〒
７
５
８
―
０

０
４
１
　
山
口
県
萩
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
　
健
康
増
進
課
地
域
保
健

班 

　
☎
０
８
３
８
―
２５
―
２
６
６
３ 

            

　
中
小
企
業
勤
労
者
の
共
済
制
度 

　
こ
の
制
度
は
、
中
小
企
業
で
働
い

て
い
る
未
組
織
の
勤
労
者
の
福
祉
向

上
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
死
亡
・

障
害
・
入
院
・
住
宅
災
害
な
ど
不
測

の
事
態
に
対
し
て
セ
ッ
ト
で
保
障
し
、

さ
ら
に
結
婚
、
出
産
、
銀
婚
、
小
・

中
・
高
校
入
学
祝
い
も
給
付
し
ま
す
。 

▼
１
カ
月
の
掛
け
金
（
１
人
分
） 

１
型
４
５
０
円
・
２
型
９
０
０
円

・
３
型
１
５
０
０
円
・
４
型
２
０

０
０
円
・
高
齢
者
型
４
５
０
円
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
型
５
０
０
円 

※
事
業
者
が
従
業
員
の
た
め
に
共
済

掛
金
を
負
担
さ
れ
た
場
合
は
、
損

金
ま
た
は
必
要
経
費
と
し
て
算
入

で
き
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
経
済
課 

　
☎
２
―
３
１
１
４ 
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休日当番医

お し ら せ 

１１月１６日（日） 

１１月９日（日） 

１０月２６日（日） 

１１月３日（月） 

１１月２日（日） 

緊急の場合は１１９番 

女
と
男
の
一
行
詩 

「
待
っ
て
ま
す
。
」
上
司
に
言
わ
れ
抱
え
て
お
腹
　
期
待
に
応
え
る
マ
マ
に
な
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研
修
会
場
を
設
置
 

 

税
の
た
よ
り

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
 

　
　
　
　
　
予
防
講
座
 

悩
み
・
相
談

共
済
・
保
険

事
業
所
で
加
入
し
ま
せ
ん
か
 

働
く
人
の
ハ
ー
ト
ピ
ア
共
済
 

まちの笑顔 
(^o^)

宇
田
郷
地
区
運
動
会
で
 

な
か
よ
く
笑
顔
の
力
走
!?
 

金
子
隆
一
さ
ん
・
 

　
　
美
穂
さ
ん
（
元
浦
）
 

１１
月
４
日
か
ら 



芋掘り「ひよこクラブ」10:00【みどり保育園（本園）】 
本物の舞台芸術体験事業学校公演　14:00【奈古小・宇田小】 
第２回阿武町コミュニティーづくり講演会（自治会説明会）19:00【町民センター】 
言葉の交流会　10:00  
ルーラル３１５・３７６フェスタ阿武町実行委員会　19:00【のうそんセンター】 
母親クラブ研修会　10:30【福賀 樵屋】 
人権学習講座（宇田小オープンスクール）【ふれあいセンター他】 
奈古地区町民運動会　8:15【阿武中学校グラウンド】 
鳴き砂復活隊・清ケ浜清掃ボランティア　9:00【清ケ浜】 
福賀高齢者移動教室　7:00【熊本方面】 
子育てボランティア講座　9:30【ほっとハウスみどり】 
奈古メンズキッチン１０月講座　9:00【町民センター】 
交通安全指導・避難訓練【みどり保育園（本・分園）】 
福賀大農業まつり　8:30【福賀小中学校運動場】 
宇田郷ふれあい祭り　10:00【ふれあいセンター】 
ルイス・ナッシュジャズコンサート　18:30【町民センター】 
奈古地区ストレッチ学習会　9:30【町民センター】 
にわとりクラブ　10:00【母子健康センター】 
健康相談（福賀）　9:00【のうそんセンター】 
福賀地区ストレッチ楽集会　10:00【のうそんセンター】 
健康相談（宇田郷）9:30【ふれあいセンター】 
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】 
ルーラル３１５・３７６フェスタ（～9日）9:30【福の里】 
萩交通安全協会奈古分会研修視察　8:00【下関市他】 
秋の奈古やかグラウンドゴルフ大会　8:30【阿武中学校グラウンド】 
エネルギーフォーラム　9:00【町民センター】 
健康相談（奈古）9:30【母子健康センター】 
太極拳教室　14:00【町民センター】 
糖尿病教室「さくら会」9:00【町民センター】 
宇田郷四季グラウンドゴルフ大会　19:30【宇田小グラウンド】 
乳幼児健診（奈古・宇田郷）13:00【母子健康センター】 
福賀月例ボウリング大会　19:30【萩ユーズボウル】 
宇田郷エアロビクス　19:30【ふれあいセンター】 
奈古地区ストレッチ学習会　9:30【町民センター】 
にわとりクラブ　10:00【ほっとハウスみどり】 
乳幼児健診（福賀）　13:30【福賀診療所】 
人権学習講座（福賀小中オープンスクール）【のうそんセンター他】 

25

 

阿武町の人口と世帯数 （９月末） 

（　）内数字は対前月比 

区　分 

奈　古 

福　賀 

宇田郷 

合　計 

人　口 

2,541（－ 3） 

　763（ 1 ） 

　725（－ 6） 

4,029（－ 8） 

 

世帯数 

　970（－ 1） 

　326（ 1 ） 

　324（－ 4） 

1,620（－ 4） 

 

町の異動 

転入　 5 

転出　 5 

出生　 1 

死亡　 5

９月の交通事故 

（　）内数字は前年件数 

区　分 物損 
事故 

111 
（121） 
4 
（4） 

24 
（16） 
2 
（1） 

0 
（0） 
0 
（0） 

2 
（1） 

21 
（16） 

負傷者 死者 

人　身　事　故 

件数 
萩警察署管内で 
起こった事故 
うち阿武町内で 
起こった事故 

女
と
男
の
一
行
詩 

エ
プ
ロ
ン
の
　
似
合
う
亭
主
も
　
悪
く
な
い 

ひ
と 

ひ
と 

［材料４人分］

米３カップ、油揚げ１枚、まいたけ１パック、

しめじ１パック、A（だし1/2カップ、酒大３、

しょうゆ大３、塩小1/2）、だし汁、ニンジン少

々、ぎんなん

［作り方］

①米はといでおく。

②油揚げは油ぬきをして細切りにする。

③きのこは食べやすい大きさに分けAで味がし

みるまで煮て、冷めてから煮汁を取り分ける。

④取り分けた煮汁にだしを加えて700ccにした

もので米を炊く。

⑤炊き上がったら具を加えてサックリ混ぜ、葉

の形などに型抜きしたニンジンの塩ゆでや、

ぎんなんを適宜散らす。

きのこご飯

私の
食改料理

上笹尾

長嶺清子さん

町内の求人情報  １０月１１日現在 10月分 

会　社　名 
山口県看護協会訪問 
看護ステーション あぶ 

求人数 

1人 
 
 

年齢 

不問
 

 
 

賃　　　金 

時給937円 

業　　種 
訪問看護業務 

看護師 
（すでに決定済みとなっている場合があります。その際にはご了承ください。） 

●問い合わせ先 
ハローワーク萩・萩公共職業安定所　☎0838－22－0714

月 日 曜 行　　　事　　　予　　　定 
１０／２１～１１／２０ 

10
月
 

11
月
 

 
21 
 

23 
 
24 
 
26 
 
28 
 
31  
2 

3 
 
5 
 
6 
 
7 
 8 

9 
 
10  
11 
12 
13 

14  
17 

19 
 
20 
 

 
火 
 

木 
 
金 
 
日 
 
火 
 
金  
日 

月 
 
水 
 
木 
 
金 
 土 

日 
 
月  
火 
水 
木 

金  
月 

水 
 
木 
 

　
１２
月
１
日
〜
来
年
２
月
２８
日

の
３
カ
月
間
、
道
の
駅
温
水
プ

ー
ル
は
都
合
に
よ
り
休
館
し
ま

す
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

６
カ
月
定
期
券
を
ご
利
用
の
皆

さ
ん
へ 

　
有
効
期
限
が
１２
月
１
日
以
降

の
６
カ
月
定
期
券
は
、
残
日
数

を
来
年
３
月
１
日
以
降
に
振
り

替
え
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
経
済

　
課
　
☎ 

２
―
３
１
１
４ 

道の駅温水プールを休館します 

山口県最低賃金が改正されました。 
使用者も労働者も必ずチェック最低賃金! 
　常用・臨時・パート・アルバイトなどのすべて
の労働者に、最低賃金額以上の賃金が支払わなけ
ればなりません。  
1時間668円　効力発生日:H20年10月29日 
　詳しくは、山口労働局賃金室（☎083-995-0372）
または、最寄りの労働基準監督署におたずねくだ
さい。 

～メタボ予防・カロリー控えめ料理～



俳
　
句

里
神
楽
大
蛇
が
足
を
出
し
て
い
る 

虫

の

夜

隣

は

す

で

に

大

鼾

 

野
の
中
に
灯
る
牛
舎
や
秋
の
月 

落
水
を
終
え
て
穂
波
を
渡
る
風 

心
地
よ
き
夜
半
の
ね
む
り
や
虫
の
夜 

船
だ
ま
り
な
ら
ぶ
帆
柱
秋
夕
焼 

ひ
が
ん
花
無
名
の
墓
地
に
群
れ
て
咲
く 

荒
地
今
花
野
と
な
り
て
風
を
呼
ぶ    

萩
盛
り
い
と
け
な
き
手
も
拝
み
を
り 

七
転
び
少
し
休
め
と
蚯
蚓
鳴
く 

よ
だ
れ
掛
け
取
り
替
え
て
お
く
彼
岸
か
な 

鳳
仙
花
は
じ
け
て
予
報
は
晴
れ
を
告
ぐ 

裏
の
闇
表
の
闇
を
虫
鳴
れ
り 

秋
探
し
泣
く
な
泣
く
な
と
影
法
師 

法
師
蝉
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
の
不
安
か
な 

晩
学
の
文
鎮
ひ
か
り
て
秋
深
か
む 

遠
き
日
は
遠
き
顔
の
み
酔
芙
蓉 

歯
ブ
ラ
シ
を
取
り
替
え
る
朝
秋
涼
し 

話
下
手
で
終
る
生
涯
葛
の
花 

口
元
を
と
が
ら
し
大
工
日
の
短
か 

秋
天
へ
ち
ぎ
る
白
雲
ミ
ル
ク
パ
ン 

嫁
し
て
よ
り
不
器
通
し
障
子
張
る 

大
正
と
言
う
世
も
あ
り
し
大
根
蒔
く 

秋
深
む
人
声
聞
か
ぬ
日
も
あ
り
て 

田
中
　
文
笠（
森
見
藤
） 

小
野
　
一
雄（
下
　
郷
） 

高
橋
作
之
助（
浜
の
１
） 

水
津
　
英
水（
木
　
与
） 

河
原
　
和
子（
上
　
郷
） 

田
中
　
か
め（
西
の
３
） 

金
子
　
幸
江（
　
市
　
） 

佐
々
岡
美
保（
中
　
村
） 

原
　
　
清
穂（
伊
　
豆
） 

柳
井
　
惠
子（
平
　
原
） 

林
　
　
弘
子（
浜
の
１
） 

橋
本
多
華
子（
元
　
浦
） 

斎
藤
　
孝
子（
今
　
浦
） 

大
倉
　
淑
子（
上
　
万
） 

梅
地
　
眞
代（
東
　
方
） 

池
田
　
幸
枝（
上
　
片
） 

中
村
　
良
江（
　
市
　
） 

木
村
　
信
惠（
久
瀬
原
） 

米
原
　
泉
女（
筒
　
尾
） 

出
羽
法
泉
子（
浜
の
１
） 

河
原
　
慶
子（
上
　
郷
） 

水
津
　
紅
魚（
浜
の
３
） 

田
中
　
弥
生（
木
　
与
） 

金
崎
　
藤
子（
元
　
浦
） 

アート
ふろんと
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◆お問い合わせ　あぶフォト倶楽部事務局
　役場総務課企画広報係　☎２－３１１１

 

あぶフォト倶楽部
作品は道の駅発祥交流館ギャラリーに展示中

９月の優秀作品

稀少生物発見 
山口県では初 

アオビタイトンボ 

み
み
ず

 

　南方種のトンボ・アオビタイ

トンボを奈古の上郷の郷川で発

見。撮影したのは兼原直人さん

（釜屋）。萩博物館学芸員椋木博

昭さんによると「アオビタイト

ンボはシオカラトンボ

を小型にしたようなト

ンボ。名前のように頭部の額に青い金属光沢のあ

る斑紋と翅の付け根が茶褐色になることで容易に

区別できる。おそらく北上を続けているトンボで

一時的に休息していたのでは」と話しています。

Lewis Nash & 
Be-Bop All Atars

ルイス・ナッシュ（ds） 
テレル・スタッフォード（tp） 
ジェシー・デイビス（as） 
マルグリュー・ミラー（p） 
ピーター・ワシントン（b） 

 《フィーチャーリング》フランク・ウエス（ts,fl） 

《フィーチャーリング》フランク・ウエス 
《演奏楽曲》（予定） 
●ワーク・ソング／キャノンボール・アダレイ 
●マイ・フーリッシュ・ハート／ビル・エヴァンス 
●ラウンド・ミッドナイト／セロニアス・モンク 
●モーニン／アート・ブレイキー 
●ロータス・ブロッサム／ケニー・ドーハム 
●クール・ストラッティン／ソニー・クラーク ほか 

■会場　阿武町町民センター文化ホール　■チケット　7,000円（全席指定/444席） 
■お問い合わせ　阿武町町民センター ☎08388-2-2044・village ☎0838-25-6596

11.3
開場/PM5:30 
開演/PM6:30

富士通コンコード ジャズ フェスティバル 2008

ビ
バ
ッ
プ
・
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ 

ル
イ
ス
・
ナ
ッ
シ
ュ 

„
ジ
ャ
ズ
美
術
館
“あ
の
名
盤
の
巨
匠
達
に
逢
え
る
… 

はんもん はね

ミョウガに赤い花!? 実は茗荷（ミョウガ）の実。小野久
榮さん（河内）が裏山でミョウガを採っていると赤い花のよ
うな実を発見。中の白い玉には種が入ってい
ます。小野さんは「ミョウガを採って50年に
なるが初めて見た」とビックリ。ミョウガに
実がなるのは大変めずらしいということです。
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